
オ

ー

ギ

ュ

ス

ト

・

コ
ン
ト

の
政

治

思
想

オ._ギ ュス ト ・コ ン トの政治思 想

一

、

二

、

三

、

四

、

目

次

は
じ
め
に

「社
会
再
組
織
論
」
の
理
論
形
成

「社
会
再
組
織
論
」
の
理
論
構
造

む
す
び
に
か
え
て

高

村

忠

成

一
、

は

じ

め

に

181

十
八
世
紀

と
十
九
世
紀

を
わ
か
ち
、
十
九
世
紀
後
半

の
酉
欧

の
思
潮

に
広
範

な
影
響

を
お
よ
ぼ

し
た

「
実
証
主
義

」
(冨
ω三
く
δ
日
。
)は
、

一
つ
の
哲
学
的
思
惟

で
あ
り
、

そ

の
運
動

で
あ

る
こ
と

は
論

を
ま
た
な

い
が
、

同
時

に
、

そ

の

思
惟

な
ら
び
に
運
動
が
政
治
的
な

い
し

(
1

4

は
、

社

会

的

思
想

と

し

て

の
性

格

と
役

割

を

強

く

も

っ
て

い
る

と

い
う

こ
と
も

み

の
が
す

こ
と

の
で
き

な

い
点

で
あ

る
。
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す

な

わ

ち

、

「
実

証

主

義

」

は

一
つ
の
哲

学

的
方

法

論

と

い
う

よ

り
も
、

そ

の
発

生

を

た

つ

ね

れ
ば

、

き

わ

め

て
政

治

的

、
社

会

的
思

惟

と

し

て

の
性
格

を
強

く

お
び

て

い
る

の
で
あ

る
。

な

ぜ

な
ら

ば

、

「
実

証
主

義

」

の
淵

源

と

い

わ
れ

て

い
る
オ

ー
ギ

ュ
ス
ト

・
コ
ン
ト

(諺
罐

⊆
ωg

O
o
目
什P

ミ
O。。占
。。
α刈
)
の
「
実

証
哲

学

」

(O
げ
凶一〇
ωOや
げ
一〇
娼
O
ω一け一く
O
)
自

体

が

、

フ
ラ

ン

ス
革
命

後

の
混

乱

し
た
政

治
的

、

社
会

的

状

況

の
中

か
ら

誕
生

し
、

か

つ
、

そ

の
社

会

を
建

て

(
2

)

直

そ

う

と

い
う
実

践

的

、
現

実

的
な
性

格

を

持

し

て

い
た
か

ら

で
あ

る
。

ゆ

え

に
、

「
コ
ン
ト

の
体

系

は
決

し

て
経

験

的

な
も

の
で

は
な

か

っ
た

。
実

証
主

義

は
、
事

実

、

一
つ
の
方

法
論

以

上

の
も

の
で
あ

っ

(
3

)

た
。
す

な
わ
ち
、
そ
れ
は
確
固

と
し
た
断
言
を
も

っ
た

一
体
系

で
あ
り
、
人
と
世
界

に

つ
い
て
の
思
想

で
あ

っ
た
」

と
の
指
摘
も
首
肯

で

き
る
で
あ
ろ
う
。

し
た
が

っ
て
、
本
稿

で
は
、

ひ
ろ
く

「
実
証
主
義
」

と
よ
ば
れ
る
思
潮
全
体
を
理
解
す

る

一
助
と

し
て
ま
つ
そ

の
源
と
な

っ
た

コ
ン
ト

の

「
実
証
哲
学

」
を
と
り
あ
げ
、
様

々
な
性
格
を
も

つ
彼

の
学

説
を
、
主

と
し
て
政
治
学

、
な
か
ん
ず

く
政
治
思
想

の
側
面

か
ら
考
察

し

(
4

)

よ
う

と
す

る
も

の
で
あ

る
。

そ

れ
は
、

換
言

す

れ
ば

、

社

会

再
組

織
論

の
理
論

構
造

を
解

明
す

る

こ
と

に

な

る
。

コ
ン
ト

は
今

日

で
は

一
般

的

に

「社

会
学

」

(ω8
剛。
δ
oq
邑

の
創

始
者

と

し

て
著

名

で
あ

る
が

、

そ

の
名

称

そ

の
も

の
は
、
彼

が

一
八

三

(
5

)

九
年

に
創
造

し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前

は

「
社
会
物
理
学
」
(唱
ξ
。。β
ロ
o
ω8
芭
o
)
と

い
う
名
称

で
よ
ば

れ
て
い
た
。

そ

の
名
称
が
示
す
通

り
、

コ
ン
ト
の
特
徴

は
、
政
治
的
、
社
会
的
現
象
を
取
扱
う

の
に
物

理
学

と
同

じ
よ
う

に
自
然
科
学
的
方
法
を
用

い
て
行
な

い
、
複
雑

な
社
会
的
諸
現
象

の
中

に
も
法
則
を
発

見
し
よ
う

と
試
み
た
と

こ
ろ
に
存
在
す

る
。

(
6

)

そ

れ

は
、

換

言
す

れ
ば

、

「
か

れ
が
主

と

し
て
努

力

し
た

の
は
、
政

治

の
科
学

的

基

礎

を
確

保

す

る

こ
と

で
あ

っ
た
」

と

い
う

こ
と

が

で
き

る

。

(
7
)

け

だ

し
、
彼

の
目
的

は
、

法

則
を
発

見

し
、

予
見

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
将

来

の
社

会

組
織

を

誤

り

な
く

構
想

す

る

こ
と

に
あ

っ
た

か

ら

で
あ

る
。



オ0ギ ュス ト ・コン トの政 治思 想1$3

現
代

の
政
治
学
お
よ
び
そ
の
思
想

が
、
社
会

学
の
成
立
以
後
、
そ
れ
と

の
関
係
性

の
上

か
ら
と
ら
え
ら
れ
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
て

い
る

今

嘩

「
実

証

主
義

」

に
触

れ

る

こ
と

は
意

藁

あ

る

し
、

な

か

ん
つ

く

、

コ
ン
ト

に

さ

か

の
ぼ

り
、
彼

の
め
ざ

し

た
も

の
を
再

び
問

い

(
9

)

直

す

こ
と

は

そ

れ
な

り

の
意

味

が

み

い
だ

せ

る

で
あ

ろ
う

。

本

稿

で
は

、

こ
う

し
た
主

旨

か
ら

、

コ

ン
ト

の
社

会

再

組
織

論

を

、
主

に
彼

の
中

心
概

念

で
あ

る
「
三
段
階

の
法

則

」
(一⇔
一。
圃
山
..
什同。
凶.

傘
餌叶ω)
の
周

辺

と

、
思

想

の
に
な

い
手

と

し

て

の

「
学

者

」

(ω碧

9
8

に
焦

点

を

あ

て
、

そ

れ
ら

の
性
格

と
役

割

に

ふ

れ

る

こ
と

に
よ

っ

(
10

)

て

、

そ

の

理

論

構

造

を

解

明

し

よ

う

と

試

み

る

次

第

で

あ

る

。

(
1
)

「
実

証
主
義

」

の
定

義

は
多

義

に

わ
た

っ
て

い
る
。
例

え
ば

「
実
証

主
義

と

は
絶
望

的
な

ほ
ど
様

々
な
立日心
味
に
と
れ

る
言
葉

で
あ

る
と
十

九
世

紀

の
あ

る

イ
ギ

リ

ス
の
歴
史
家
が

い

っ
て

い
る

(國
・
国
鵠
ロ
計

諺
昌
け幣
円
げ
o
δ
菖
o

↓
げ
①
O
ユ
O
ω
℃
国
島
口
σ
二
『
ぴq
7

一
Φ
一
刈
"
℃
・
α
0
9
)」

(∪
・O
・
O
げ
曽
「
犀
。
♪

℃
o
ω
三

く
馨

↓
げ
o
ロ
σq
窪

一口

聞
蚕
ロ
o
①

U
貫

5
σQ

月
冨

ω
。
8
巳

国
日
嘗
お

H
。。
認
山
。。
刈
P

O
恩

o
a

H
㊤
α
汐

》
・
α
.
)
と

の
言
葉

に
代
表

さ
れ

る
ほ
ど

で
あ

る
。
な

お

O
冨

二
8
昌
は

そ

の
書

に

お

い
て

「
実
証

主
義
」

の
四

つ
の
使

い
方

に

ふ
れ
て

い
る
。
す
な

わ
ち
、
第

一
に

、
社

会
学

的
実

証
主
義
。

そ
れ

は
歴
史

哲
学

や
社
会

学
理
論

と
し

て

の
実
証
主
義

で
あ

る
。
第

二
に
、

一
般

的

で
は
な

い
が

コ
ン
ト

に
よ

っ
て
は

じ
め

ら
れ
た
宗
教
的

実

証
主

義

で
あ

る
。
第

三
に
、

コ
ン
ト

の
歴

史
的

、
社
会
学

的
、
宗
教

的

理
論

を

ふ
く
む

全
思
想
体

系
を
指

す
。
第

四
に

、
も

っ
と

も
哲

学

的
な
意
味

に
お

い
て
社

会

的
、
宗

教
的

そ

し
て

コ
ン
ト
主

義

の
す

べ
て

の
実

証
主
義

の
基
礎

と

し
て

の
実

証
主
義

と

い
う
意

味

で
あ
る
。
南

原
氏

は
そ

の
語
を

「
も

っ
ぱ

ら
認

識

と
経

験

の
地
盤

の
上

に
立

っ
て
、

一
切

の
思
惟

と
人

間
社
会
生

活
を
築

き
上
げ

よ
う

と
す

る
主

張

で
あ
る
」

と
定

義

し
て

い
る
が
至
言

で
あ

る

(
南
原
繁

著

『
政
治

理
論
史

」
三

四
〇
頁
)
。
な

お
、
実

証
主
義

の
西
欧

に
お

け
る
発

展
を
さ
ぐ

る

に
は
、
芝

●国
●
ω
冒

o
P

国
自
喉
8
①
餌
口
勺
o
ω
三
,

〈
屋
ヨ

冒

島
o
Z
5
9
0
0
ロ
窪

○
⑦
口
ε
蔓

"
〉
目

国
ω
ω
醸

ぼ

冒
↓巴

0
6
ε
舘

霞

ω
8
昌

噂
O
o
疑
5
嵩

q
巳
く
臼
ω
凶蔓

℃
δ
ω
。・
℃

乞
o
芝

団
o
讐

・
お
O
G。
・
が

参
考

に
な

る
。

(
2
)

コ
ン
ト

の
学

説
を

め
ぐ

る
評
価

は
様

々
で
あ

る
。

「
コ
ン
ト

の
実
証
主
義

は

、
偉
大

な
哲
学

だ
け
が

も

つ
特
質

を
備

え
て

い
る
。
即

ち
、

コ
ン

ト
実

証
主

義

は
、

い
わ
ば
多

価
的

で
あ

り
、

異

っ

た
光

を
あ

て

る
度
ご

と

に
新
た

な
輝

き

を
発
す

る
」

(菊
o
σq
g

U
⇔
<
曽
だ

穎

ω
け
。
一.。

b
。
ω
H
無
。
ω

国
口

聞
鑓
ロ
o
ρ

O
o
一δ
o
試
8

0
口
o

ω
飢
ω
∴
o
～
2
。
$
ω
.
串

田

・
中
村
訳

『
フ
ラ

ン

ス
社
会

思
想
史

」
(
白
水
社

)

九
七
頁
。

(
3
)

零

』
≦
.
oり
一日
o
P

o
b
●
6
圃叶
こ

b
・
潜
●

(
4
)

コ
ン
ト

の
文
献

に
関

し

て
は
、
本

田
喜
代

治
著

『
コ
ン
ト
研
究
ー
生

涯

と
学

説
』

の
文
献

(
巻
末

一
-

一
〇
頁
)

に
詳

し
い
。
そ
れ

以
外

に

コ
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ン
ト

の
政

治
思

想
研

究
書

と

し
て
は
、
≧

o
ロ
ひq
曼

℃
ド
帥
ω
o
α
9
0
αq
δ

血
o
O
o
日
件ρ

一
〇
一
⇔
・
幻
・目

ω
9
富
信
"
団
H
o
口
o
げ
b
o
ま
ざ
巴

↓
ず
〇
二
σq
犀

ぎ

昏
o

Z
ぎ
o
審
①
昌
夢

O
o
馨
ロ
噌ざ

日
⑩
ω
一
堕
O
げ
9。
讐
費

く
一
H
囲
・

国
㊦
護
o
諺
旨
餌
⊆
F

℃
o
一三
〇
ロ
o
U
.》
口
αq
ロ
2
0
0
0
ヨ
け
P

一
〇
〇
9

等

が
あ
げ

ら
れ

る
。

(
5
)

「
社

会
物

理
学

」

と

い
う
名
称

は
、

コ
ン
ト
以
前

に

ベ

ル
ギ
ー

の
統

計
学
者

ケ
ト

レ
ー
が

す

で
に

つ
か

っ
て

い
た
。

又
そ
れ
以
外

に
、

ベ
ー

コ

ン
の
弟

子

で
あ

る
ホ

ッ
ブ

ズ

も
す

で
に
機
械

論
的

な
解

釈
を

人
闇
的
諸

関
係

の
社

会

に
も
適
用

で
き

る
と

い
う
基
本
的

な
考

え
方
を

も

っ
て

い
た
と

こ
ろ
か
ら

、

「
十

九
世

紀

に
お
け
る

い
わ
ゆ
る
社

会
物
理
学

を

予
見

し

て

い
た
と

い
え

る
」
。
(
原
田
鋼

著

『
近
代

政
治

思
想
史

』
五

六
頁
、
角
川
書

店

)
。

(
6
)

9
℃
・
竃

醸

Φ
困
・
殉
o
§

ざ
m
一
↓
げ
o
ロ
σq
巨

冒

岡
蚕
昌
。
ρ

一
詮
メ

五
十
嵐

豊
作

訳

『
フ
ラ

ン

ス
の
政
治
思
想

-
大
革

命

か
ら
第

四
共
和
政

ま

で
』

一
五
三
頁
。

(
7
)

「
す

べ
て
科
学

と

い
う

も
の
は
、
予
見
を

目
的

と
す

る
」
(O
o
ヨ
けP

℃
冨
昌

α
o
ω
↓
冨
く
拶
⊆
×

ω
9
0
口
二
訪
ρ
¢
o
ω
2
警
o
ω
ω
巴
同
霧

b
o
ξ

図
似
o
茜

卑

巴
ω
。
H
一蝉

ω
。
6
鄭

少

一
。。
b。
ド

q。
団
。。
δ
日
。

α
①

℃
o
ま

臼

。

℃
。
ω
津
一く
p

署

』

日
官

。
ω
ω
δ
口

》
舜

ω
け
拶
姦
ρ
器

O
鼻

彗

⑦

①
什
〇
三

一蕾

ぎ

p

一
〇
3

も
・

嵩
。。
.
な
お

邦
訳

は
、
『
社

会
再
組
織

に
必
要

な
科
学

的
作
業

の
プ

ラ

ン
』

霧
生
和
夫

訳

、
清

水
幾
太
部

責
任
編

集

『
コ
ン
ト

・
ス
ペ

ン
サ

i
』

世
界

の
名

著

、
第

三

六
巻

、

一
二

二
頁

。
本
稿

は
原

文

、
邦
訳
、

と
も

に
こ

の
二
書
を

参
照

に
し

た
。
)

(
8
)

例

え
ば

、
ド

イ

ツ
、

オ
ー

ス
ト
リ

ア

の
グ

ン
プ

ロ
ヴ

ィ

ッ
ツ
、

オ

ッ
ペ

ン

ハ
イ

マ
ー
、

ラ

ッ
ツ

ェ
ン
ホ
ー

フ

ァ
ー

な
ど

の
社
会

学
的

国
家
理

論

、

イ
ギ

リ

ス
、

ア

メ
リ

カ

の

コ
ー

ル
、

マ
ッ
キ
ー
ヴ

ァ
、

ラ

ス
キ

の
多

元
的
国
家
論

、

フ
ラ

ン
ス

の
オ
ー

リ

ゥ
、
デ

ュ
ギ
ー

、
ダ
ヴ

ィ
、
ギ

ュ
ル

ヴ

ィ

ッ
チ
な

ど

の
流

れ

を
今

目
の
政

治
学

は
く

ん
で
お
り
、

こ
こ
か
ら
、
社

会
心
理
学

や
文
化

人
類
学

と
も

む
す
び

つ
い
て
い
る

こ
と

は
論
を

ま

た

な

い
。

(
9
)

一
ω
巴
鋤
げ

し⇔
。
H
賦
P

崔
一ω
8
ユ
6
亀

H
器

く
津
鋤
鼠
澤
ざ

一
り
q
ト

生

松
敬

三
訳

『
歴
史

の
必
然
性
」

一
六
〇
ー

二
頁
参
照
。

そ

こ
で
バ
ー

リ

ン
は

一
九

五

三
年

五
月
十

二
日

「
歴
史

の
必
然
性

」
と
題

す

る
講
演

で

コ
ン
ト
を

た
た

え
て

い
る
。
又
、

コ
ン
ト
を

ウ

ェ
ー
バ
ー

の
啓

発
者

と
し

て
と
ら

え

て

い
る

の
に

H

・
ガ
ー

ス
、
W

.
ミ

ル
ズ

が

い
る
。
山

口

・
犬

伏

訳

『
マ
ッ
ク

ス

・
ヴ

ェ
ー
バ
!
』

一
〇

六
頁
参
照

。

(
10
)

本
稿

で
は

こ
う

し

た
視

点
か

ら
あ

つ
か
う

た

め
に
主

と

し
て
彼

の
初

期
作
品

『
社
会

再
組
織

に
必
要
な
科

学
的
作

業

の
プ

ラ

ン
』
を
中

心

に
考

察

し
た

こ
と
を

付

言

し
て

お
く
。
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コ
ン
ト

が

生

ま
れ

た

の
は

一
七
九

八
年

、

フ
ラ

ン

ス
の

モ

ン
ペ

リ

エ

(竃
8

8
⑦
ま
震
)
で
あ

る
。

そ

の
年

は
、

フ
ラ

ン

ス
革
命

の
峰

火

と

な

っ
た
バ

ス
テ

ィ
ー

ユ
の
襲

撃

か
ら

九
年

目

に

あ

た

る
。

そ
れ

は
、

ナ
ポ

レ
オ

ン
が

イ
ギ

リ

ス

海

軍

の
虚

を

つ
い

て

エ
ジ

プ

ト
遠

征

を

く

わ

だ

て
た
年

で
も

あ

る
。

い
つ

れ

に
せ
よ

、

フ
ラ

ン

ス
革

命

の
余

韻

が

ま

だ
さ

め

や
ら

ぬ
混
乱

状

態

の
中

に

コ
ン
ト

は
産

声

を

あ
げ

た
。

フ
ラ

ン

ス
革

命

は
、

人

間

の
た

め
に

、

理
性

の
光

に
照

ら

さ

れ

て
、
民

衆

の
手

に
よ

っ
て
遂

行

さ

れ
た

も

の

で

あ

る
。

そ

れ

は
ま

さ

に
、

「
自

由

・
平

等

・
人
民
主

権

と

い
う
合

理
的

な
基

礎

の
上

に
社
会

と
国
家

を

う

ち

た

て
よ

う

と

す

る

一
つ
の
偉

大

な
試

み

で
あ

っ

(
1

)

た
」
。

し
か

し
、
そ

の
試

み
は
果

し
て
成
功

し
た
で
あ

ろ
う

か
。

一
七
入
入
年
、

い
わ
ゆ
る

「貴
族

の
反
抗
」

に
よ

っ
て
口
火
を
き
ら
れ
た

フ
ラ

ン
ス
革
命

は
、
旧
制
度
を
終

焉
さ
せ
、
近
代
市

民
社
会

を
誕
生

さ
せ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

だ
が
、

そ

の
革
命

の
渦
中

に
あ

っ
て
は
、
容
易

に
変

革
が
進

ん
だ
わ
け
で
は
な

い
。
革

命

は
、
原

理
的

に
は
旧
制
度
を
否
定

し
た
と
は

い
え
、
現
実
的
に

は
封
建
制
度

の
残
骸
を
残

し
、
社
会

は
混
乱
と
破
壊

に
喘

い
で
い
た
。

特

に
、
革

命
時
代
か
ら
王
政
復
古
期

(
一
八

一
四
年
-

一
入
三
〇
年
)
に
至
る
ま
で

の
フ
ラ

ン

ス
は
動
揺
を
極
め
、

フ
ラ

ン
ス
の
政
治
形

(
2

)

(
3

)

態

は
十

一
回

も
変

遷
を

繰

り
返

し
、
起

草

さ

れ
た
憲

法

は
実

に

八
回

に
及

ん

で

い
る
。

革

命

は
国

王

対
貴

族

、

貴

族

対
上

層

ブ

ル
ジ

ョ
ア

ジ

ー
、

そ

し

て
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ

i

間

の
対

立

・
抗
争

、

プ

ロ
レ
タ

リ

ァ
ー

ト

の
台

(
4

)

頭
と

い
う
形
を

と

っ
て
進

む
。

し
か
も
、
対
外
戦
争

が

こ
れ
に
加

わ
り
フ
ラ

ン
ス
は
孤
立
状
態

に
あ

っ
た
。

相
継
ぐ
暴
動

と
戦
乱
に
よ
り
経

済
的
状
況

は
破
綻
を
き
た
し
、
特
に
、

一
八

=

年

か
ら

一
二
年

に
か
け
て
勃
発
し
た
恐
慌

は
、
国
家
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財

政
を
危
機
に
お
と
し
入

れ
、
多
く

の
失
業
者
を
生
ん
だ
。

こ
う

し
た
状
況
を
ま

の
あ
た
り
に
し
て
、

は
じ
め
革
命

に
賛
同
し
、
革
命
を
支
持

し
た
人

々
も
次
第

に
戸
惑

い
を
示

し
は
じ
め
た
。

果

し
て
、
革
命
は
人
類

に
と

っ
て
進
歩

な

の
か
後
退
な

の
か
。
そ

の
俊
巡

の
中

か
ら
、
あ
る
者

は
更
な
る
革
命

の
必
要
性
を
さ
け
び
、

(
5

)

あ

る
人

々
は
反
動
的
な
姿
勢
を

と
る
よ
う
に
な
る
。

実

に
、

フ
ラ

ン
ス
革
命

は
約

一
五
〇
年

以
上
を
経

た
今

日
か
ら
振
り
返

え

っ
て
み
る
と
、
近
代
を
開

い
た
歴
史

の
転
換
点
と

し
て
光
り

輝

い
て
い
る
が
、
当
時

に
お

い
て
は

「無

政
府
状
態
」

と
し
か
よ
び
よ
う

が
な
か

っ
た
。

コ
ン
ト
は
、

そ

れ

を

「知
的
無
政
府
状
態
」

(
6

)

(曽
口
⇔
同
O
げ
凶O
圃】P
梓
O
一一¢
O
け口
O
一一〇
)
と

名

付

け

て

い

る
。

「
革

命

は
、

憲

法

、

社

会

、

価

値

の
体

系

が

ひ

っ
く

り

返

る

こ

と

を

意

味

す

る

。

一
個

人

は
、

こ

ん

な

運

動

の

一
部

分

ま

た

は

一
局

面

し
か
箋

し
た
り
指
揮

し
た
り

で
き
な
匝

と
表
現
さ

れ
る
ほ
ど

フ
ラ

ン
ス
革
命

は
・
人
間

の
理
性

か
ら
出
発

し
た
と
は

い
え
、
人
間

の

手

に

は
負

え
な

い
時

代

や
社

会

の
激

流

と

な

っ
て
人

々
を
巻

き

込

ん

で

い

っ
た

の
で
あ

る
。

コ
ン
ト

の
彪
大

な
哲
学

体

系

は
こ
う

し

た
革
命

的
状

況

の
中

か

ら
誕

生

し
た
も

の
で
あ

り
、

そ

れ

は
、

市

民
社

会

の
危
機

を
乗

り
超

え
、
社

会

の
再

組
織

を

試

み

る

一
つ
の
原

理
を

め
ざ

し

て

い
た
。

し
か
も

、

そ

れ
は

、
単

な

る
原
理

と

し

て
終

る
だ

け

で
は

な
く

き

わ

め

て
実

践

を
強

調

し

て
お

り
、

そ

の
意

味

で

は
誕

生

の
当
初

か
ら

政

治

的
色

彩

の
濃

い
も

の
で
あ

っ
た
。

さ

て
、

お

よ

そ
哲

学

と

か
、

思
想

と

か

よ
ば

れ
る
分

野
に

お

い
て
は
、

そ

の
理
説

の
形

成

に
あ

た

っ
て
は
、

当

時

の
経

済

的

、
政

治
的

状

況

を
土

台

に
す

る
と

し

て
も

、
同

時

代

の
知

的

風
潮

か
ら
も

強

く

影
響

を

う

け

る
も

の
で
あ

る
。

ゆ

え
に

、

コ
ン
ト

の
学

説

を

論
ず

る
に

は
、
次

に

、

そ

の
知

的

淵
源

に
も

触

れ

な
く

て
は
な

ら

な

い
。
彼

の
場

合

は
、

サ

ン

・
シ

モ

ン

(Ω
餌
巳

①
口
窪

二

亀
①
幻
8

<
δ
ざ

60
日
けo
匹
o
ω
巴
算
あ
巨

o
P

ミ
OO
山
。。b。切
)
と

対

比
さ

せ
る

こ
と

が
最

も

彼

の
学

説

上

の
特
色

を
浮

き

彫

り

に

さ

せ

る

こ
と
が

で
き

る
と
考

え

ら
れ

る
。

何

故

な
ら

ば

、

サ

ン

・
シ

モ
ン
は
彼

の
師

で

あ
り

、

十
九
歳

の
時

か
ら

二
十

六
歳

ま

で
彼

と

の
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直
接
的

つ
な
が
り
が
あ

る
か
ら

で
あ

る
。

こ
こ
で
は
、

コ
ン
ト

の
理
論
形
成
を
考
察
す

る
の
に
必
要

で
あ

る
と
思

わ
れ
る
点

だ
け
に
焦
点

(
8

)

を

絞

り
サ

ン

・
シ

モ

ン
に
触

れ

て
み

よ

う

。

「社

会

再
組

織

」

と

い
う

こ
と

を

提

唱

し

た

の
も

サ

ン

・
シ
モ

ン
で

あ

る
。

「
破

壊

し

た

か
ら

に

は
再

建

し

な
け

れ
ば

な
ら

ぬ
。

革
命

(
9

)

に

は

再
組

織

が
続

か

な

け

れ
ば

な

ら

ぬ
」
、

「
組

織
す

る

こ
と
、

こ

れ
が

サ

ン

・
シ

モ

ン
の
目
的

」

で
あ

っ
た

。

サ

ン

・
シ

モ

ン

は
、

文
宇

通

り
、

フ
ラ

ン

ス
革
命

と
と

も

に
生

ま

れ
、

フ
ラ

ン

ス
革

命

と

と
も

に

死

ん
だ

。

サ

ン

・
シ

モ

ン
が
生

き

た

時

代

は
、
革

命

時

代

か

ら

テ

ル
ミ
ド

ー

ル

の
反
動

を
経

て
、

王
政

復
古

期

の
前

半

に
至

る
時

期

で
あ

る
。

革
命

に

よ

っ
て
、

一
方
的

利

益

を

独
占

し
た
上

層

ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ

ー

と

旧
土

地
貴

族

の
巻

き

返

し

と
が
激

し
く

対

立

し
て

い
た
時

で
も

あ

る
。

し
か
も

、
産

業

資

本

家

が

、

ま

だ
未

完

成

の
段

階

で

は
あ

っ
た

が
強

力

な
勢

い
を

も

っ
て
誕
生

し

つ
つ
あ

っ
た

。

サ

ン

・
シ

モ

ン

の
知

的

活
動

は
、

一
七

七

九
年

ア

メ
リ

カ
独

立
戦

争

に
参
加

し

た
り
、

更

に
、
公

使

と

し

て
オ
ラ

ン
ダ

に
赴
任

し
た

り

し

た
後

に
始

ま

る
。

彼

が

軍

人

、
官

史

と

し

て

の
実

際

的

、

現
実

的

活
動

か
ら
身

を

退

い

て
、

知

的
生

活

に
入

っ
た

の
は
、

「実

際

的
煽

動

政
治

家

よ
り
も

(
10

)

寧

ろ
冷
静

に
物
を
考
察

す
る
傍
観
者

の
地
位
を
持
し
て

い
た

の
で
あ

っ
た
」
。

(
11

)

そ

の
地
位
か
ら
彼
が
自

己

の
体

験
と
研
究

に
よ

っ
て
え
た

こ
と

は
、

「
社
会

の
入
為
的
変
革

の
実

現
可
能
性
」

と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

人
間

の
理
性

は
、
確

か
に
、
社
会
変
革

の
理
論
を
生
み
だ
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
破
壊

的
状
況
が
続
く

の
は
な
ぜ

で
あ

ろ
う

か
。
サ

ン

・
シ
モ
ン
は
、
社
会
を
、
現
実
的
、
実
証
的
に
研
究
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
社
会
的
諸
現
象

の
底
流

に
あ
る
法
則
を

発
見

し
よ
う
と
気
が

つ
く
。

「
諸
現
象

の
手
も
付

け
ら
れ
ぬ
複
雑
多
岐
を

一
つ
の
基
本
原
則

に
基
づ
く
も

の
と
し
て
統

一
さ
れ

る
体
系

で
証
明
し
よ
う
と

い
う
大
思

(
12

)

想

が
彼

に

ほ

の
ぼ

の
と
現

わ

れ

て
来

た

の

で
あ

っ
た
」

と

フ
リ

ー
ド

ッ
ヒ

・
ム

ッ
ク

ル
は
そ

の
頃

の
サ

ン

・
シ

モ
ン

の
姿

を

え
が

い
て

い

る
。
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(
13

)

そ

し

て
、

彼

は
、
社

会

的

混

乱

の
中

か
ら

わ
ず

か
で

は
あ

る
が

萌

芽

し

て

い

る

「
産
業

」

に
目

を
向

け

る
。

「
産
業

」

の
基

盤
を

な

し

て

い
る
も

の
は
な

に

か
。

サ

ン

・
シ

モ

ン
は
そ

こ
に

「
科
学

」

を

見

い
だ
す

。

ゆ

え

に
、
中

世

と

は
違

っ
て
、
近
代

社

会

に
お

い
て

は
、

・

(
14

)

「
科
学

」
が
重
要

で
あ
り
、

そ
れ
を
社
会
現
象

の
研
究

に
取
入
れ
な
く

て
は
な
ら
な

い
と
彼

は
認
識

す
る
。

一
入
〇
九
年
、
彼

は
十
八
世
紀

と
十
九
世
紀
と

で
は
、
時
代
的
、
社
会
的
状
況
が
大

き
く
変
容

し
た
こ
と
を
訴
え

て
、

「
十
九
世
紀

科

(
15

)

学

研

究
序

説

」

(ぎ
#
o
含

o江
8

窪
×
目
鎚
毒
口
x
ω
q
き

鉱
8

器
ω
身

×
曳

・
ω一α巳
o
口
。。O
。。l
H
O)
を

著

し
、

「
人

間
科
学

」

(冨

ω
。一窪

8

留

一5
。
。

日
ヨ
o
)
の
創

造
を

試

み

る
。

こ
う

し

て
サ

ン

・
シ

モ

ン
は
鳶
社

会
再

組

織
化

に

は
、
複

雑

な
諸

現
象

を

基
本

原

則

に
基

づ

い
て
統

一
し
た
体
系

、
即

ち

、

「
個

別

科

(
16

)

学
を
総
合

し
た
哲
学
体
系
が
必
要
で
あ

る
」

と
主

張
す

る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
。

サ

ン

・
シ
モ
ン
の
こ
の
よ
う
な
思
想
的
基
盤
を
考

え
て
み

る
と
、
様

々
な
見
解

は
あ

る
に
せ
よ
、

コ
ン
ト

の
学
説
が
、
彼
か
ら
多
大

な

(
17

)

影

響

を

受

け

て

い
る

こ
と

は
否

定

で
き

な

い
で
あ

ろ
う

。

以

下

、

コ
ン
ト

に
目
を

転

じ

る
。

一
入

二

二
年

五
月

、

二
十

四
歳

の
青
年

コ
ン
ト

は
、

「
社

会

再
組

織

に
必

要

な
科

学

的
作

業

の
プ

ラ

ン
」

(℃
一き

儀
8

↓
鎚
く
き

×

ω
。
冨
口
・

け6
ρ
二
〇
ω
2
似
oΦ
ωω9
お
ω

b
o
ロ
『
幻
似
霞
αq
餌
巳
ω臼

冨

ω
o
α
傘
似
M
ヨ
Ω。
二

。。b。卜。)
と
題

し
た

「
趣

意

書
」

(冒
o
ωρ
o
。ε
ω)
を
著

わ

し
た
。

そ

れ

は
、

ゲ

ラ
刷

り

で
わ
ず

か
、

百
部

し

か
刷

ら

れ
ず

、

し

か
も

、
ご

く

限

ら

れ
た
親

し

い
人
達

だ
け

に
贈

ら

れ
た
。

し
か

し
、

そ

の
内

容

は
激

し

い
口
調

で
、
傲

慢

と
も

思

え

る
態

度

で
、

当

時

、
最
高

の
科

学

的

威
信

を

誇

っ

て

い

た

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の

「
学

者

」

(。。Ω。
爵
艮
)
た

ち

に
向

け
ら

れ

て

い
る
。

無

名

の
、

一
介

の
市

井

の
青

年

に

し

か
す

ぎ

な

い

コ
ン
ト

の
そ

の

「
趣

意

書
」

は
当
然

の

こ
と

な

が
ら

当
時

の
パ

リ

の
知
識

階

級

か
ら

は
無

視

さ

れ

る
。

た

だ

、
彼

の
師

で
あ

る
サ

ン

・
シ

モ

ン
だ

け
が

、

「自

分

の
協

力

者
兼

友

人

の

一
人
が

こ

の
重

要

な
仕

事

を
引

き
受

け

た
。

こ
れ
が

そ

(
18

)

の
労

作

で
あ

る

が

、

こ
れ

は
ダ

ラ

ン
ベ

ー

ル
の
書

い
た

『
ア

ン
シ
ク

ロ
ペ
デ

ィ
』

の
序

言

に
も

匹

敵

す

る
」

と
言

っ
て
喜

ん

で
く

れ

た
。
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コ

ン
ト

の

こ

の

「
趣

意

書
」

は
、
彼

の
学

説

を
知

る
上

に

お

い
て
極

め

て
重

要

で
あ

る
。

な

ぜ

な
ら
ば

、
第

一
に

、

こ

の
短

い
論

文

の

中

に
そ

の
後

の
彼

の
全

思

想
体

系

の
萌

芽

が

み
ら

れ

る
、

第

二
に

、

コ
ン
ト
自

身

も

こ

の

「趣

意

書

」

を

「基

礎

的
論

文

」

(○
薯

ω8
冨

{。
ロ
盆
日
窪

邑

。
)
と

よ

ん

で
、
後

年

、
彼

の
主

要
著
作

の

】
つ
と

な

っ
た

「
実

証

政
治

体

系
」

(身

ω藏
日
①
匹
Φ
勺
。
ま

ε

Φ
℃
o
ω三
く
。
L

。。
鰹
ム
)

の
中

に

再

録

し
た

ほ
ど

で
あ

る
、

第

三

に
発

刊

の
時

は
、

喜

ん

で
く

れ
た

が
、

サ

ン

・
シ

モ
ン
と

コ
ン
ト

は
、
実

に
、

こ

の
内
容

を

め
ぐ

っ
て
、

以
後

激

し
く
対

立

す

る
よ
う

に
な

り
、

や
が

て
両

者

は
絶

交

し
た

と

い
わ
れ

る

か
ら

で
あ

る
。
彼

が

「
趣

意
書

」

を
著

わ
し

た

一

八

二

二
年

は
、

一
入

一
五
年

か
ら

三
〇

年

に

い
た
る
期

間

の
中

間

に
位

置

し
、

フ
ラ

ン

ス

の
政
治

的
動

揺

と
経

済

的

不
安

が
も

っ
と
も

大

き

か

っ
た
時

で

あ

る
。

コ

ン
ト

は

こ

の
書

の
中

で
、

ま
つ

目

の
あ

た

り
に

し
た
当

時

の

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
社
会

的

状
況

を

分
析

し
、
次

に
、

「
政

治
学

を
観

察

科

(
19

)

(
20

)

学

の
域

に
ま

で
高

め

る
」
必
要
性
を
説
き
、
最
後
に
、

「
社
会
学
」

の
実

現
を
構
想

し
て
い
る
。
彼
が

こ
の
書

で
問

い
か
け
た

こ
と
は
人

間

の
理
性
を

こ
え
た
法
則

の
発
見

と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

(
21

)

彼

は
い
う
。

「
現
在
ま

で
人
間
は
、

自

分

の
政
治
的
計

画
が
社
会
秩
序
を
改
善
す

る
無
限

の
カ
を
持

つ
も

の
と
信
じ
て
き
た
」
。

し
か

し
、

二

般

的
に
言

っ
て
、
人
間

が
あ

る
影
響

を
及
ぼ

し
た
よ
う

に
見
え
る
時
も
、
そ
れ
は
、
そ

の
人
間
自
身

の
力

に
よ

る
も

の
で
は
な

(
22

)

い
。

人

間

の
力

な

ど

、
実

に
極

め

て
微

々
た

る
も

の
に
す

ぎ

な

い
」

と
。

社

会

や
時

代

は

人
間

で
は

ど
う

す

る

こ
と

も

で
き

な

い
法
則

に
従

っ
て
動

い
て

い
る

こ
と
を

コ
ン
ト

は
知

る
。

「
人
間

の
カ

は
、

そ

の

(
23

)

知
性

に
あ
る
。
知
性
が
観
察

に
よ

っ
て
、

こ
の
法
則
を
知

る
力
、

そ
の
結
果
を
予
見
す

る
力
」
を
人
間
に
与
え
、
人
間
は
そ

の
法
則

に
も

と
つ

い
て
き

た
る
べ
き
社
会
を
計

画
す

る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ

る
。

コ
ン
ト
の
こ
の
主
張

の
中
に
十
八
世
紀
啓
蒙

思
想

の
超
越
を

み
る

こ
と
が

で
き

る
。
彼

は
理
性

万
能

を
拒

否

し
、
理
性

の
手
段
化
を
訴
え
、

理
性

の
役
割
り
を
限
定

し
た

の
で
あ

る
。

(
24

)

そ

し
て
、
彼
が
発

見
し
た
法
則
を

「
三
段
階

の
法
則
」
と
名
づ
け
、
そ

の
法
則
を
基
礎

に
し
た
政
治
学

を
彼

は
実

証
哲
学
と
後
年

よ
ぶ

の
で
あ

る
。

一
八

三
九
年

に
は
、

こ
の

「
観
察
科
学

の
域
に
ま

で
高

め
ら
れ
た
」
攻
治
学
を

コ
ン
ト
は
社
会
学
と
命
名

し
た
。
実

に
、

コ
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ン
ト

の
社
会
学

と

は
彼

の
思
想

の
出
発
点

に
立
ち
か
え

っ
て
み
る
と
、
市
民
社
会

の
危
機
を
乗

り
超

え
、
新

た
な
社
会
建
設
を
め
ざ
す
政

(
25

)

治

理
論

で
あ

る
と

い
え

よ
う

。

さ

て
、

こ
う

し
た

コ
ン
ト

と
サ

ン

・
シ

モ

ン
を

比
較

し

て
み

る
と

、
も

は
や
類

似

点

は
明

ら

か

で

あ

る
。

そ

れ

は
社

会

現
象

、
政

治

現

象

と

い
え
ど

も

、

一
つ
の
法

則

を
持

し

て
お
り

、
社

会

を
再

建

す

る
た

め

に
は

そ

の
法
則

に
従

わ

な
く

て

は
な
ら

な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

そ

し

て
、

共

に
目

的

は
、

フ
ラ

ン

ス
お
よ

び

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
社

会

再

組
織

と

い
う
実

践

的

な
も

の
で
あ

る
。

し
か

し
、

コ
ン
ト

と

サ

ン

・
シ

モ
ン

の
理
論

は
、
類

似

し

た
ま

》
進

ん
だ

わ

け

で

は
な

い
。

い
な
、

む

し
ろ
、
生

涯

二
度

と
同

じ
道

を

歩

む

こ
と
が

な

か

っ
た

ほ
ど
決

定
的

対

立
状

態

に
陥

っ
た

の

で
あ

る
。

同

じ
発

想

的
基

盤

を

も

っ
て

い
た

二
人

だ
け

に

、

そ

の
唾

み
合

い
は
激

し

か

っ
た
。

コ
ン
ト

と
サ

ン

・
シ

モ

ン

の
対
立

の
第

一
点

は
、

サ

ン

・
シ

モ

ン
が

一
入

一
四
年

以
降

、
社

会

変

革

の
方
法

を
変

更

し
、

極

め

て
実
際

的

な
諸

政

策

に
走

っ
た

こ
と

に
あ

る
。

サ

ン

・
シ

モ

ン
は
、
前

述

し
た

よ
う

に

、
社

会

再
組

織

は
統

一
し

た
観

念
体

系

の
上

に
成

立

す

る

と
主

張

し

て

い
た

。

し
か

し

、

そ
れ

に
も

か

か

わ
ら
ず

、

彼

は
、
急

激

に
現
実

変
革

の
方

法
を

採

る
よ
う

に
な

る
。

そ

の
原

因

と

し

て

は
、

一
八

一
四
年

、

ナ
ポ

レ
オ

ン
に
対
抗

し
た

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
列

強

の
軍
隊

が

同
盟

を

結

び

、

フ
ラ

ン

ス
領
内

に
侵

入

し
、

パ

リ

を
脅

や

か
す
事

件

が

あ
げ

ら

れ

る
。

こ

の
事

件

を
境

に

フ
ラ

ン

ス
は
王
政

復
古

に
入

る
わ
け

で
あ

る
が

、

サ

ン

・
シ

モ

ン
は
、

こ

の
事

件

を

目

撃

し
、

現

実

の
社
会

に
再

び

目
を

向

け

な
く

て

は

な
ら

な

い

こ
と

を
痛

感
す

る
。

サ

ン

・
シ

モ

ン

の
こ

の
態

度

は
、

社

会

再
組

織

に

つ

い

て
、

「
ま
つ

作
業

の
全
体

(
26

)

は
、

ぜ

ひ
と
も

、

こ

の
第

一
の
系

列

か
ら

始

め

な

け
れ
ば

な
ら

な

い
」

(第

】
の
系
列
と
は
理
論
的
作
業
を
指
す
)
と

い
う

コ
ン
ト

の
そ

れ
と

は
相

対

立

す

る
。

第

二
点

は
、

サ

ン

シ
モ

ン
が
極

度

に

「産

業

」

(
経
済
現
象
)
を

重

ん
じ

た

こ
と

に
あ

る
。

コ
ン
ト

は
確

か
に

、

「産

業

」

は
重

要

で
あ

る

が
、

そ

れ

は
あ

く

ま

で
も

社

会

現
象

の

一
分

野

に

し
か
す

ぎ
ず

、
社

会

現
象

の
総
体

的

認
識

、

即

ち

、
経

験

と
観
察

(
27

)

に
も
と
つ
く
全
体
的

認
識

で
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
調
す
る
。
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サ

ン

・
シ
モ
ン
は
言
う
。

「
政
治
と

は
生
産

の
科
学

で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
生
産

に
最
も
好
ま
し

い
事
態
を
目
的

(
28

)

と
す

る
科

学

で

あ

る
」
、

又
、

「
…

…
政

治
学

は
、

経
済

学

に
支

え
ら

れ

る

こ
と

に

な

る

で
あ

ろ
う

。
或

い
は
寧

ろ
、

経

済

学

が

、

す

べ

(
29

)

(
30

)

て

の
政

治
学

の
う

ち

で
唯

一
の
政

治
学

に

な

る

で
あ

ろ
う
」

と
。

そ

し

て
、
彼

は
、

「
産

業

的
君

主

制
」

を

主

張

す

る
に

い
た

る
。

こ

れ

に
対

し

て
、

コ
ン
ト

の

「
す

べ

て

の
種

類

の
社

会

現
象

は
、

そ

の
性

質
上

、

同
時

に
、

し
か
も
相

互

に
影
響

を

与

え
合

い
な

が

ら

展

開

す

る

た

め

に
、

あ

ら

か

じ

め
全

体

の
進

行

方
向

を

お

お
む

ね
見
定

め

て
お

か
な

け

れ
ば

、
個

々

の
種
類

の
現
象

が
た

ど

る

コ
ー

ス
は

(
31

)

全

く

説

明

が

つ
か

な

い
」

と

の
主

張

と

は
当
然

あ

い

い
れ

な

い
。

こ

の
よ

う

に
、

コ
ン
ト

の
全

体
的

認
識

を

強

調
す

る
方

向

と
、

サ

ン

・
シ

モ

ン
の
経

済

的

現
象

を

重
視

す

る
方
向

と

は
、
全

く
歯

が

か

み

あ

わ

ず

二
人

の
間

の
溝

は
ま
す

ま

す
深

ま

っ
て
い
く

の
で
あ

る
。

サ

ン

・
シ

モ

ン
と

コ
ン
ト
を

比
較

し
た

蝪

合

、
サ

ン

・
シ

モ
ン
は
、
社

会

再

組
織

に

つ
い
て
断

片
的

、
抽
象

的

に

し
か
明

さ
な

か

っ
た

(32

)

が

、

コ

ン

ト

は
彼

の
思

想

を

受

け

つ
ぎ

、

体

系

化

し

、

発

展

さ

せ

た

と

一
般

的

に

い

わ

れ

て

き

た

。

確

か

に

、

コ

ン

ト

は

サ

ン

・
シ

モ

ン

を

乗

り

超

え

て

彼

な

り

に

自

己

の
思

惟

を

明

確

に

し

よ

う

と

努

め

た

の

で

あ

ろ

う

。

コ

ン

ト

が

サ

ン

・
シ

モ

ン
と

の
絶

交

の

の

ち

、

サ

ン

・
シ

モ

ン

の
名

を

殆

ん

ど

だ

さ

ず

に

、

も

っ
ぱ

ら

、

モ

ン

テ

ス
キ

ュ
ー

と

か

、

コ

ン
ド

ル

セ

の
影

響

を

強

調

し

て

い

る

の
も

サ

ン

・
シ

モ

ン

に

勝

ろ

う

と

す

る

コ

ン
ト

の
焦

り

と

も

思

え

る

。

と

も

あ

れ

、

コ
ン

ト

の

理
論

形

成

は

、

こ

の
よ

う

に

十

入

世

紀

の
啓

蒙

思

想

を

乗

り

超

え

、

サ

ン

・
シ

モ

ン

の
影

響

を

う

け

て

な

さ

れ

て
き

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

は

な

に

よ

り

も

ま

つ

、

社

会

再

組

織

に

あ

た

っ
て

は

、

理

論

を

構

築

す

る

こ

と

が

先

決

で

あ

り

、

し

か

も

、
社

会

現

象

を

全

体

的

に

認

識

す

る

こ
と

が

第

一
歩

で

あ

る

と

の
特

徴

を

有

し

て

い

る

。

(
1
)

諺
一び
①
誹

ω
o
ぴ
o
ロ
r

い
鋤

幻
似
く
9
¢
菖
o
ロ

h
鑓
只

鉱
ω
①

一
刈
。。
り
ー
一
刈
O
P

一
〇
竃

。
小

場
瀬

・
渡

辺
訳

『
フ
ラ

ン

ス
革
命

(
下

)
』

(
岩
波

新
書

)
二

一
五

頁
。

(
2
)

主

な
政

治
形

態

の
変

遷

と
名

称

は
以
下

の
通

り
。
立
憲

国
民
議
会

(
ミ
。。
り
b
-
一
㊤
刈
一
b

)
、
立

法
議

会

(
ミ
O
一
弘
〒

ミ
O
ρ
り
)
、
ジ

ロ
ン
ド
派

公
会

(
一
.N
⑩
N
℃
㊤
l
H
¶
㊤
もo
噂
①
)
、

山
嶽
派

公
会

(
ミ
O
G。
も
山
刈
逡
』

)
、

熱

月
派

公
会

(
ミ
逡

為
ー
ミ
8
篇
O
)
、

総
裁

政
府

(
嵩
㊤
伊

一
〇
-
嵩
O
P

旨
)
、

執
政
政

府

(
一
刈
㊤
㊤
"
一
トδ
1
一
c◎
O
蔭
鴇
α
)
、

ナ
ポ

レ
オ

ン
の
帝

政

(
一
。。
O
掛
窃
1
一
◎。
一
♪
躰
)
、

第

一
次

王
攻
復
古

(
一
。。
犀
』
1
一
Q。
一
伊
。。
)
、

ナ
ポ

レ
オ

ン
百

日
天
下

(
一
。。
一
伊

。。
1

一
。。
ド
伊
O
)
、
第

二
次

王
政
復

古

(
一
Q。
一
α
山

。。
ω
O
)
。
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(
3
)

人
問

お
よ
び
市

民

の
権
利

の
宣
言
(
ミ
。。
O
)
、
第

一
次
憲

法
(
ミ
O
一
)
、
ジ

ャ

コ
バ

ン
憲
法

(
未

公
布

ミ
O
。。
)
、

フ
ラ

ン

ス
共

和
国
憲

法

(
総
裁

政
府

ミ
譲

)
、

フ
ラ

ン

ス
共

和
国

憲
法
(
執

政
政
府

ミ
リ
⑩
)
、

フ
ラ

ン

ス
憲

法
(
立
憲
君

主
制
、
ブ

ル
ボ

ン
家
一
。。
建
)
、
憲

法
章
典

(
立

憲
君

主
制
、
ブ

ル
ボ

ン

家

一
。。
置
)
、
憲

法
章
典

(
立

憲
君
主
制

、

オ

ル

レ
ア

ン
家
H
。。
G。
O
)
。

こ

の
点

に

つ
い
て
は

コ
ン
ト
自

身
も

、

三
十
年

の
間

に
次

々
と
憲

法
が

つ
く
ら

れ

し
か
も
、

二
百
条

に
あ

ま

る
条

文
が
含

ま
れ

て

い
る

こ
と
に
対

し

て

「
政
治

に
お
け

る
人

間
精
神

の
恥
辱

」
(O
o
日
8
・
o
,

o
凶け
こ

ヤ

Φ
一
●
霧
生

訳

六

四
頁

)
と
憤

っ
て

い
る

。

(
4
)

フ
ラ

ン
ス
革
命

関
係

の
考
察

に
関

し
て
は
、
桑

原
武
夫

編

『
フ
ラ

ン
ス
革

命

の
研
究
』

(
岩
波

書
店
)
、

E

.
J

.
ホ
ブ

ズ

ホ
ー

ム
著

、
安
川

.

水

田
訳

『
市

民
革

命

と
産
業
革
命

』
(
岩
波
書
店

)
及
び
前
掲

の
ア
ル
ベ
:

ル

・
ソ
ブ

ー

ル
著

、
小

場
瀬

.
渡

辺
訳

『
フ
ラ

ン

ス
革

命

、
嵩
。。
⑩
ー
ミ
8

、

(
上

)
、
(
下

)
』

な
ど

が
す

ぐ
れ

て

い
る
。

(
4
)

代
表

的

な

の
が

ド

・
ボ

ナ
ー

ル

(U
o
切
8

巴
P

一
胡
癖
山
。。
お
)、

ド

・
メ
ー

ス
ト

ル

(U
o
罎
掌。
同ω
亘
ρ

一
蕊

G。
i
一
。。
曽

)、

そ

し

て
イ
ギ

リ

ス
の

エ

ド

マ
ン
ド

・
バ
ー

ク

(国
匙
ヨ
§

血

しd
ロ
祷

ρ

一
認
O
I
嵩
O
刈
)
な
ど

で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
実

証
主
義

は
十

七
、
八
世
紀

の
啓
蒙

主
義

の
ゆ
き

す
ぎ

に
対

す

る
反
動

と
し
て

一
般
的

に
と
ら
え

ら
れ

て

い
る
(
南
原
繁

)
。

こ
の
意
味

で
啓
蒙

主
義

を
別

の
か
た
ち

で
乗
り
超

え
よ
う

と
し
た

ロ
マ
ン
主
義

と
比

較

さ

れ

る
。

(
6
)

傍
点

筆
者

。

コ
ン
ト
が
社
会
的

混
乱
を

こ
の
名

称

で
よ

ん
だ
背
景

に
は
、

「
世

界
が
諸
観

念

に
よ

っ
て
支

配
さ
れ

ま
た
覆

さ
れ

る

と

い

う

こ

と
、
換

言
す

れ
ば

、

一
切

の
社
会
機

構
が
究

極

に
於

い
て
輿
論

を
基
礎

と

し
て
立

つ
と

い
う

こ
と

は
、
最
早

や
証
明

の
要
を
見

な

い
こ
と
で
あ

る
」

(
『
実

証
哲
学

講
義
第

一
巻

』
、
田

辺
寿
利
著

『
コ
ン
ト
実

証
哲

学
』

六
四
頁

よ
り
引

用
)

と

の
指
摘
が

あ

る
。

(
7
)

9
寓

●
↓
ぽ
o
日
噴
ω
o
ロ
"
菊
o
げ
o
ω
営
⑦
袋
o
餌
昌
ユ
↓
げ
①
国
民
o
昌
o
げ

幻
o
<
o
冒
ぼ
o
口
℃
6
凱
b。
.
樋

口
謹

一
訳

『
ロ
ベ

ス
ピ

ェ
ー

ル
と

フ
ラ

ン
ス
革
命
』

(
岩

波
新

書
)

一
九

〇
頁

。

(
8
)

コ
ン
ト
と

サ

ン

・
シ

モ
ン
の
関
係

に

つ
い
て
は
、

古

賀

英
三
郎
著

『
コ
ン
ト
社

会
学

の
基

本
構
造
』

(
一
橋

大
学

一
橋
学
会

編

『
社

会
学
研
究

1
』
)

一
八
四
ー

六
頁

の

(
注
)
が
参

考

に
な

る
。

も
と
よ

り

コ
ン
ト

の
思
想

形
成

は
サ

ン

・
シ
モ

ン
だ
け

に
よ
る
も

の
で
は
な

い
。

コ
ン
ト
自
身

の

『
社

会
再

組
織

に

必
要
な
科
学
的

作
業

の
プ

ラ

ン
』

に
お

い
て
も

モ
ン
テ

ス
キ

ユ
;
、

コ
ン
ド

ル

セ
の
影
響

を
強
く

う
け

て

い
る

こ
と
が
明
確

で
あ

る
。
田

辺
氏

は
前

掲
書

に

お

い
て
、

コ
ン
ト
が

「
一
方

モ
ン
テ

ェ
ヌ
、
デ

カ

ル
ト
、
ベ

エ
ル
を
連

ら
ね

る

フ
ラ

ン
ス
合

理
主
義

の
根
本
精

神
、
す

な

わ
ち
懐
疑

的
精
神

を
摂

取

し
、
他

方
パ

ス
カ
ル
、

テ

ユ
ル
ゴ
、

コ
ン
ド

ル
セ
を
経

て
サ

ン

.
シ

モ
ン
に
来

た

っ
た
と

こ
ろ

の
、

フ
ラ

ン

ス
的

『
進

歩

思
想
』

を
採
用

し

た
…
…

」
(
五
〇
頁
)
と
述

べ
て

い
る
。
又
・

マ
ル
ク
ー
ゼ

は
・

コ
ン
ト
の
哲
学

が
現
存

の
秩
序

に
対

し
て
肯
定
的

な

(娼
o
ω
三
く
Φ
)

態

度
を

と

っ
て

い
る
点

を

指
摘
し
、

ド

・
メ
ー

ス
ト
ル

の
影

響
を

う
け

て

い
る
と

い

っ
て

い
る
。

(口
』
≦
費
2

ω
ρ

閑
8
ω
o
昌

諺
ロ
山
幻
o
<
9
9

δ
P



オ ー ギ ュス ト ・コ ン トの政治 思想193

一
〇
総

●
桝

田

・
中

島

・
向
来

共

訳

『
理
性

と
革

命
』

三
六

四
頁
参
照

)
。

(
9
)

O
●
≦
、o
腕戸

ω
巴
暮
あ
巨

o
μ

Φ
什
ω
○
口

8
二
謹
①
.
古

賀
前

掲
書

一
六
六
頁

よ

り
引

用
。

(
10
)

閃
ユ
①
山
二
。
げ

竃

ロ
o
置
P

ω
鉱
口
梓
あ
陣日
O
P

ω
①
冨

い
Φ
げ
①
昌

¢
巳

囲く
Φ
祷

・
高

橋
正
男

訳

『
サ

ン

・
シ

モ
ン
の
生

涯

と
其

思
想
体
系

』

七
-

八
頁
。

(
11
)

田
中

治
男

著

『
フ
ラ

ン

ス
初

期
社

会
主
義

』

(
日
本
政
治

学

会
年

報

『
西
欧
世
界

と
社
会
主

義
』

一
九

六
六
年
所
収

)

四
頁

。

(
12
)

国
・
竃

口
。
置
ρ

前

掲
書

十

七
頁
。

(
13
)

サ

ン

・
シ
モ

ン
に

お
け

る
社

会
再

組
織

の
主
体

者

は
産
業

者

で
あ

る
。

彼

の
産
業

者
が
な

に
を

意
味

す

る
か
は
明
確

に
決

め
ら
れ

な

い
。

た

だ

、

「
最

も

広

い
意

味

で

の
生

産
者

で
あ
り

、
そ

の
中
に

は
工
業
家

、
技
術

者
、

芸
術

家

、
農

民
、
手

工
業
者

、
労
働
者

、
銀

行
家

、
商

人
等
が

ふ

く

ま
れ

て

い
る
」
、
「
か
れ

に
お

い
て

は
こ

の
産
業
家

の
中

か
ら
や
が

て
資
本

家
と
労

働
者
が
階

級
と

し
て
対
立

し

て
行

く

で
あ
ろ
う

こ
と

は
明
確

に

は
意

識

さ
れ

て

い
な

い
」
。

(
高
橋

和
之
著

『
フ
ラ

ン
ス
憲
法
学

説
史

研
究
序

説

(
一
)
」
国

家
学
会
雑

誌
第

八
十

五
巻

所
収

三
九
頁

。

同
様

の
主

張

は

、
高
島

・
水

田

・
平

田
著

『
社

会
思

想
史
概

論
』

一
八

二
頁

に
み
ら

れ
る
)
。

だ
が

、

こ

の
概

念
も

『
産
業
体

系
論
』
、
『
新

キ

リ

ス
ト
教
』

に
お

い
て
、

サ

ン

・
シ

モ
ン
は
、
産
業

者
を
自

分

の
腕

の
労
働

以
外

に
何
ら

の
生

存
手

段
を
持
た
な

い
階
級

と
規
定

し

、
だ
ん
だ

ん
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
を

意

味

す

る
よ
う

に
な

っ
て
く

る
。

(
稲
上
毅

著

『
「
社
会
学

的
」
実

証
主
義

の
構
想

力
』
、
思
想

一
九

七

二
年
五

月
号

所
収

、

三
八
頁
参
照

)
。

(
14
)

サ

ン

・
シ

モ
ン

の
処
女
作

『
一
ジ

ュ
ネ
ー
ヴ
人

の
手
紙

」
(
一
八
〇
三
年
)
。

(
15
)

こ
れ

は

二

般
生

理
学

」
、
「
社

会
生

理
学
」
と
も

よ
ば

れ

て

い
る
。

(
16
)

国
・
α
①
ω
巴
馨
、ω
巨

o
P

竃
軌
白
o
一お

ω
霞

冨

ω
。
陣Φ
昌
8

号

い
げ
o
日
日
Φ
・
古

賀
前
掲

書

一
九

一
頁
参
照

。

(
17
)

「
僕

は
確

か

に
知

己
と

し
て

サ

ン

・
シ

モ
ン
に
大

い
に
感
謝

し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
」
(
本

田
喜
代
治

著

『
コ
ン
ト
研
究

』

三

二
頁

)

と

コ
ン

ト
自

身

が

み
と

め

て

い
る
。

(
18
)

本

田
前

掲
書

二
九
頁

。

(
19
)

正
し
く

は
本
稿

三
を
参
照

。

(
20
)

コ
ン
ト
は

一
八

三
九
年

『
実

証
哲

学
講
義

第

四
巻
』

に
お

い
て

ω
0
9
ロ
ω
(
ラ
テ

ン
語
、
仲

間
、
社

会
)

と

一〇
αQ
o
ω
(
ギ

リ

シ
ヤ
語
)
を

む
す

び

つ
け

ω
0
9
9
0
σq
δ

と

い
う

フ
ラ

ン

ス
語
を

つ
く

っ
た
。

(
21
)

O
o
日
什ρ

o
b
●
9
什
こ

b
.
◎◎
ト

霧
生

訳
、

入
七
頁
。

(
22
)

o
℃
・
o
圃叶
こ

O
●
漣

●
霧
生

訳

、
九

七
頁
。

(
23
)

o
℃
・
o
搾

"
℃
・
O
餅

霧

生

訳
、

九

七
頁
。
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(
24
)

こ
の
法
則
を

コ
ン
ト
は
、

「
私
が

一
八
二
二
年
に
発
見
し
た
偉
大
な
哲
学
的
法
則

(冨

αq
益
巳
①
一9

や
ぼ
♂
ω8
ゲ
置
口
o)」
と
誇

っ

て

い

る
。

『
実
証
哲
学
講
義
第

四
巻
第

五

一
講
社
会
動
学

の
根
本
的
諸
法
則
或
は
人
類

の
自
然
的
進
歩

の

一
般
的
理
論
』
の
中
に
出

て
く
る
。

(
25
)

コ
ン
ト
が

一
入
二
二
年

に
論
文
を
出
し
て
以
来
、
社
会
学
と
い
う
言
葉
を

一
八
三
九
年
に

つ
く
る
ま
で
十
七
年
間
も
か
か

っ
た
歴
吏
的
事
実
か

ら
も

い
え

る
で
あ
ろ
う
。

(
26
)

o娼
●
。
圃什二
弓
・
①ω
・
(

)
内

の
解
説
は
筆
者
。
霧
生
訳
、
六
六
頁
。

(
27
)

コ
ン
ト
は
経
済
学
が
歴
史
的
変
化
を
ま
ぬ
が
れ
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
学

の
み
が
社
会
全
体
を
左
右
す
る
こ
と
、
超
時

間
的
存
在
で
あ

る
こ
と
を
誇

っ
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

本
田
喜
代
治
著

『
コ
ン
ト
と
経
済
学
」
(本
田
前
掲
書

二
八
八
-

三
四
五

頁
)
参
照
。

コ
ン
ト

の
社
会
と
い
う
概
念
は
、
政
治
、
経
済
、
法
律
、
歴
史
な
ど

の
全
体
を
ふ
く
ん
だ
も

の
で
あ
る
。

(
28

)

=
.
ユ
。

ω
㊤
巨

あ
冒

。
P

P
、H巳

口
弩

凶ρ

8

=

ω
。
器

ω
凶o
口
の
℃
。
一三

ε

。
ρ

羅

o
巨

。
ω
"
。
け
弓
匡

o
ω
8

三
ρ
ロ
。
ω
・
o
き

ω
一.葺

驚

Φ
ε

①
↓
。
ロ
。。
奮

口
o
日
日
o
ω

ピ
貯
ほ

。。
魅

自
o
ω

↓
δ

<
四
ロ
×

ご
叶一δ
ω

簿

一
昌
側
魯

o
民

ロ
韓
ω
・
目
o
¢
け
娼
碧

い
.言
9

馨
甑
P

↓
o
葺

娼
o
ξ

田

『

古

賀

前

掲

書

一
七

二
頁

よ

り

引

用

。

(
29

)

古

賀

前

掲

書

一
七

二
頁

。

(
30

)

こ

の
点

に

つ
い

て

詳

し

く

は

、

=
●
匙
o

ω
9。
冒
ぐ
ω
巨

o
P

O
餌
鼠
。
霞
ω
日
o

団
o
一一9

口
o

O
。
ω

一
民

二
ω
三

〇
一ρ

μ
。。
b。
野

参

照

。

(
31

)

o
O
●
9
け
こ

弓
・
一
ω
帆
.

霧

生

訳

、

一
三

八

頁

。

(
32

)

例

え

ば

、
国
・
∪
ロ
蒔

冨

§

℃
H
Φ

ω
0
9
餌
一一ω
日
①
℃
お

b。
。。
●

(
前

掲

稲

上

論

文

五

〇

頁

参

照

)
。

な

お

、

国
.》
.
↓
坤蔓

鴇

冨
昌

は

、

「
か

れ

は

、

他

の

い

ろ

い

ろ
な

計

画

で

頭

が

い

っ
ぱ

い
だ

っ
た

の
で

、

か

れ

の
設

定

し

た

こ

の
個

別

科

学

の
骨

組

み
や

方

法

を

系

統

的

に
明

確

化

す

る

こ

と

は

ほ
と

ん

ど

で
き

な

か

っ
た

。

そ

れ

は

、

か

れ

の
弟

子

で

も

と
秘

書

も

つ

と

め

た

オ

ー

ギ

ュ
ス
ト

・
コ

ン
ト

の
仕

事

で

あ

っ
た

」

(↓
一蔓

9。
器
四
P

ω
0
9
0
一〇
,

σq
δ
日

9。
巳

国
恩
。・冨

ロ
ロ
pゆ
冨

目
1

↓
≦
o

℃
o
『
ω
b
o
6
ユ
<
①
ω

8

些

o

H
ロ
集
く
一匹
§

一
㊤
巳

ω
0
9
0
蔓

噂
同
曾

0
9

田

中

義

久

訳

『
個

人

と

社

会

』

一

一

頁

)

と

の

べ

て

い

る

。



三
、
社
会
再
組
織
論

の
理
論
構
造

(
1

)

コ
ン
ト

の
認
識

過
程
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コ
ン
ト
が
め
ざ

し
た

の
は
、

フ
ラ

ン
ス
革
命

と
そ

の
後

に
続
く
政
治
的
社
会
的
混
乱

に
対
し
、

「
こ
の
動
揺
す

る
状
況

に
終
止
符
を
う

(
1

)

ち

、

日

一
日

と
社

会

を

侵

し

て

い

る
無

政

府

状

態
を

喰

い
と

め

る
唯

一
の
方

法

」

を

み

い
だ

す

こ
と

で
あ

る
。

(
2

)

そ

の
方

法

と

は
、

彼

に
よ

れ
ば

、

「
危

機

を

単

な

る
精

神

運
動

に
還

元

し

て

し
ま
う
方

法

で
あ

る
」

(『盆
鼠
お

冨

oユ
ω①
妙
ロ
ロ

ω圃日
宜
①

日
。
ロ
<
。
日
。
艮

日
。
「9。
一)。
な

ぜ

な

ら
ば

、

コ
ン
ト

は

「社

会

的
無

秩

序

の
原
因

は
、

お

よ

そ
社

会

や

世

界

に
対

す

る
人
間

の
意

見
や

概
念

の

(
3

)

無

政

府
的

状

態

に

あ

る
」

と
考

え

て

い
た

か
ら

で
あ

る
。

今

ま

で
に
社

会

再

建

の
試

み

が
主

と

し

て

二

つ
の
側

か
ら

な
さ

れ

て
き

た
。

一
つ
は
、

い
わ
ゆ

る
国

王

の
側

か
ら

で
あ

り
、
他

の

一
つ

(
4

)

(
5

)

は
人
民

の
側

か
ら

で
あ
る
。

し
か
し
、

「
国
王

は
事
実
と
矛

盾
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
人
民

は
原
則
と
矛
盾

し
て
い
る
」
。

国
王
は
神
学
的
理
論

に
も
と
づ
き
封
建
的
、
神
学
的
組
織
を
全
面
的

に
無
条
件

で
復
活
さ

せ
よ
う
と

し
て
い
る
が

こ
れ
は
、
完
全

に
誤

(
6

)

り

で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
ば

、

「
こ

の
組
織

の
没
落
は
、
危
機

の
結
果

で
は
な
く

、
危
機

の
原
因
な

の
で
あ

る
」
。

革
命

は
、
封
建
的

、
神
学
的
組
織

の
中

に
存

在
す

る
矛
盾
か
ら
生

じ
た
も

の
で
あ
り
、

そ
の
組
織

こ
そ
、
今

目

の
フ
ラ
ン

ス
社
会

の
解

体

と

い
う
危
機
を
も
た
ら

し
た
直
接

の
原
因

な

の
で
あ

る
。
国
王
は
こ
の
事
実

に
気

が

つ
か
ず
、
封
建
的
、
神
学
的
組
織
が
崩
壊

し
た

の

は
革
命

に
よ
る
も

の
で
あ

る
と
錯
覚

を

し
て
い
る
。

一
方
、
人
民

は

「
原
則
」
と
矛
盾
し
て

い
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
人
民

は
社
会
再
組
織

の
た
め

の
理
論

に
お
い
て
、
組
織
建
設

の
理
論

と

破
壊

の
そ
れ
と

は
全
く
別

で
な
く

て
は
な
ら
な

い
と
い
う
基
本
的

な
条
件
を
無
視

し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
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人
民

の
理
論

は
批
判

の
理
論

で
あ
る
。
そ
れ
は
人
民

に
無
制
限

の
信
仰

の
自
由
を
許

し
、
し
か
も
、
憲
法
を
何
度
も
改
定

し
、
制
度

の

改
革
ば

か
り
を

あ
せ
ら

せ
て

い
る
。
特

に
、

「
人
民
主
権
」
(冨

ω
2
<
。
邑

器
叡

曾

b
2
且
①
)
の
原
理
は
誤
ま

っ
て

い
る
。

コ
ン
ト
は
、
そ

の
理
由
と

し
て
、

た
ん
に
人
民

に
権
力
を
賦
与

し
て
も

、
人
民

は
時
代
や
文
明

の
動
向
を
知
ら
ず
、
む
や
み
に
権
力
を
行
使
す

る
の
で
社

会
秩
序
を
脅

か
す
危
険
性
が
あ

る
。
人
民

に
権
力
を
与

え
る
な
ら
ば
、
人
民
に
時
代

や
文
明
に
流

れ
る
法
則
を
教

え
て
か
ら
で
な
く

て
は

な
ら
な

い
と

い
う
。

「
封
建
的

・
神
学
的
組
織
を
破
壊

す
る

の
に
役
立

っ
た
批
判
的
原
理
を
、
そ

の
ま
ま
組
織

の
原
理
と
し
て
提
出
す

る

(
7

)

こ
と
」

に
人
民

の
大

き
な
誤
り
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
国
王
も

人
民
も
社
会
再
組
織

に
失
敗

し
て
い
る
。

い
な
、

こ
の
両
者

の
必
死

の
試

み
が

か
え

っ
て
、

「
革
命

の
源
泉
」

に

な
り
社
会
を
混
乱
に
陥
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。

コ
ン
ト

の
社

会
再
組
織
論

は
、

「
国
王
に
は
時
代
逆

行
的
方
向
を
捨

て
さ
せ
、

人
民

に
は
批

判
的
方
向
を
捨

て
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る

(
8

)

た
だ

一
つ
の
理
論
た

る
建
設
的

理
論
を
作
り
上
げ
…
…
」

る
こ
と
に
あ

る
。

近
代
自
然
科
学

の
発
達

は
キ
リ
ス
ト
教

に
み
ら
れ
る
神
話

の
ド

ク

マ
を
暴
露

し
、
社
会

・
経
済
的
諸
関
係

の
複
雑
さ
は
形

而
上
学
的
抽

象

理
論

の
脆
弱
性
を
あ
ら
わ
に
す

る
。
封
建
的
、
神
学
的
政
治

理
論

に
固
執
す

る
国
王
と
、
形
而
上
学
的
、
革
命
理
論
を
振

り
か
ざ
す
人

民

に
錯
覚

と
誤

り
を
指
摘

し
、
法
則

に
則

っ
た
科
学
的
方
法
に
よ
る
政
治

理
論
を
う

ち
た
て
よ
う
と
し
た
の
が

コ
ン
ト

の
目
的

で
あ

る
。

(
9

)

コ
ン
ト

は
、
社
会
再
組
織

の
た
め
に
は
二
段
階

の
手
続
き
を
採

る
こ
と
を
主
張
す

る
。

ま
つ
第

一
に
、
理
論
的

・
精

神
的
作
業

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
組
織

の
構
想

、社
会
関
係

の
調
整
を
司

る
新

し

い
原
理
を
指
す
。
第

二
に
、

実
践
的

・
世
俗
的
作
業
。
実
行

で
あ

る
。
国
家

と
か
社
会
を
建
設
す

る
た
め
に
は
、
先
づ
理
念
、
原
理
、
方
向
性
を
明
確

に
定

め
な
く

て

は
な
ら
な

い
。
次

に
、

そ
れ
に
も
と
つ

い
て
、
体
制
、
制
度
、
組

織
、
権

力

の
配
分
、
行
政
制
度
な
ど
が
決

め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
10

)

も

と

よ
り

こ
う

し
た
考

え
方

は

コ
ン
ト

に

は
じ

ま

る
も

の
で

は
な

い
。

プ

ラ

ト

ン
の
昔

か
ら

ル
ソ
ー

の
近

代

に
至

る

ま
で
、

す

べ

て
制

度

と

い
う

現
実

の
あ

り
方

と
、

制
度

の
理
念

の
あ

り
方

と

を
分

離

し

て
研

究

す

る
方
法

は
採

ら

れ

て
き

た
。
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コ
ン
ト
は
、

理
論

の
改
革
を
先
づ
行

い
、
次

に
そ
れ
に
も
と
つ

い
て
制
度

の
改
革
を
企

て
る

の
で
あ

る
。

こ
の
理
論

の
改
革

こ
そ

「
政

治
学

を
観
察

科
学

の
域

に
ま
で
高

め
る
」

こ
と
で
あ

り
、

「
実
証
哲
学
」

の
完
成

で
あ
る
。

(
11

)

そ

し

て
彼

は
、

理
論

の
改

革
作

業

を

続

け

る

に
あ

た

っ
て
次

の
様

に
述

べ

て

い
る
。

第

一
に
、

政

治

か

ら
、

神
学

的

、
形

而
上
学

的
性

格
を

取

除

き

、
科
学

的

性

格

を
与

え

る
た

め

に
、

政
治

の
実

証
的

基

礎

と

な

る

べ
き

「
人
間

精

神

の
全

体

的

発
達

の
歴

史
的

観

察

体

系

(ω
巻
践
日
①
島
。。
σ
ω。
.爵

け一。昌
ω
寓
、
8
.一ρ
ロ
。ω
)」

を
作

り
あ
げ

る

こ
と
。

第

二
に
、

そ

の
実

証
的

政

治
学

に
も

と
つ

い
て
実

証
教

育

体

系

(望
。。δ
日
。
ユ
.巴
禽
魯

8

b
。ω莚
く
。
)
を

樹
立

す

る

こ
と
。

第

三

に
、

人

間

知
性

の
現

段
階

か
ら

み

て
、

自
然

を

人
聞

の
利

益

の
た

め

に
改
造

す

る

こ
と
。

社
会

計

画

も

そ

の
目

的

達
成

の
た

め

に

な
さ

れ

な

け

れ
ば

な
ら

な

い
。

実

に
、

コ
ン
ト

に
と

っ
て
は
、

「
人

間
精

神

の
全

体
的

発

達

の
歴

史
的

観

察
体

系

」

を

樹
立

し

、
人
民

に
そ

れ
を
教

育

し
、
そ

れ
を

も

っ

て
社

会

の
目

標

と

し

て

は
、
自

然

を

開
拓

し

て
産
業

を

発
達

さ

せ

る

こ
と
が

理
想

で
あ

っ
た
。
彼

の
社

会
組

織

論

も

そ
れ

を

め
ざ

し

て
出

発

す

る

の

で
あ

り
、

三
段
階

の
法

則

は
全

体

の
基
礎

と
も

い
う

べ
き

、

「
人
間

精
神

の
全

体
的

発

達

の
歴

史
的

観

察

体
系

」

な

の
で
あ

る

。

(
2
)

三
段
階

の
法
則

コ
ン
ト

の
三
段
階

の
法
匙

・
人
間
精
神

の
発
達
過
程

と
み
る
認
識
論

の
側
面
と
哲
学
的
方
法
論

と
し
て
の
側
面
と
両
面
を

か
ね
そ
な

え

て

い
る
。

し

か
も

そ

れ

は
、

や

が

て
人
間

精

神
だ

け

で

は
な

く

、

そ

れ

に
対

応

し
た
政

治

、
社

会

組

織

の
あ

り
方

ま

で
説

く

に

い

た

る
。

す

る

と

、

そ

れ
全
体

を

含

め

て
三
段

階

の
法
則

と
称

す

る

よ
う

に

な

る
。

そ

の
意

味

で

コ
ン
ト
が

の
べ
た

よ
う

に
、

そ

れ

は

ま

さ

に

文

明

史

論

で
も

あ

る
。

こ
う

し
た

こ
と
を

ふ
ま

え

て
三
段
階

の
法

則

に
入

ろ
う

。

.

コ
ン
ト
が

人

間

の
精

神

は

三

つ
の
段

階

を
経

て
発

展

し

て
き

た

。

即

ち

、

第

一
に
、

神

学
的

あ

る

い
は
虚

構

の
段
階

(一.警
9

梓ま
。
す

αq
置
器

。⊆

浄
窪

)
第

二
に
、
形

而
上
学

的

あ

る

い
は
抽

象

の
段
階

(一、蜂
p。
汁
日
傘
9。
嘗

琶

ρ
器

8

餌
σ
ω昌
鋤
ε

第

三
に
、

実

証
的

あ

る

い
は
科
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学

の
段
階

(一"警
讐

宮
ω三
h
o賃
ω。幽g
菖
訪
ε
。
)
と
、

こ
の
よ
う
に
み
た

の
は
彼

の
人
間
精
神
発
達

に
関

す
る
認
識
面

で
あ
る
。

し
か

し
、
彼

は

こ
れ
を
も

っ
て
哲
学
的
方
法
論

と
も
み
な

し
、
人
間
知
性

の
あ
り
方

を
主
張
す
る

の
で
あ

る
。

即
ち
、
人
間

の
知
性
が

神
学
的
精
神
に
も

と
つ
く
と
は
、
人
間
が

一
切

の
現
象
を
超
自
然
的
観
念

で
あ

る
神
が
お

こ
す
も

の
と
考
え

る
段
階

で
あ

る
。

こ
れ
に
対

し
、
形

而
上
学
的
陵
階

で
は
、
自
然
と
か
、
理
性
と
か
に
原
因
を
帰
着

す
る
。

コ
ン
ト
は
、
神
学
的
、
形
而
上
学

的
知
性
及
び
そ
れ
に
も

と
つ

い
た
方
法
を
否
定
す

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
全

く

の
想
像
、
空

想

に
よ
る
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。

神
学
的
知
性

は
、
現
象

の
本
質
的
原
因
を
前
面
に
押

し
だ
す
。
そ
れ
は
批
判
や
検
討

の
余
地
を
許
さ
な

い
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
絶
対
的
性

格
を
誇

示
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
進
歩
を
阻
止
し
て
し
ま
う
。
形

而
上
学
的
知
性

は
、
極

め
て
批
判
的

で
あ
り
、
な
ん
ら
新

し

い
も

の
を
生
ま

な

い
。

な
ぜ
な
ら
ば

、
そ
れ
は
神
に
か
わ

っ
た
と
は

い
え
、
や

は
り
人
間

の
観
念

に
も
と
つ
く
も

の
で
あ
り
、

「
形
而
上
学
と
は
、
実
際

(
13

)

に
は
、
破
壊
的
単
純
化

に
よ

っ
て
徐

々
に
弱
め
ら
れ
た

一
種

の
神
学

に
す
ぎ
な

い
」

か
ら

で
あ
る
。

コ
ン
ト
に
よ

れ
ば

、

こ
う

し
た
神
学
的
お
よ
び
形

而
上
学
的
知
性

は
、
初
期

の
哲
学

に
特
有
な
、
漠
然

と
し
た
身
勝
手
な
説
明

で
終

っ

て
お
り
、

人
間

で
い
え
ば
幼
年
期
に
あ
た

る
。

こ
れ
に
対

し
て
、
実

証
的
知
性

は
、
諸
現
象
を
観
察

し
、
そ

こ
に
み
ら
れ
た
事
実
を
整
序

し
、
諸
現
象
を
類
似

と
継
起

の
関
係

で
む
び

つ
け
、
そ

こ
に
法
則
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
働

き
を
も

っ
て

い
る
。

た
だ
彼

は
、
神
学
的

お
よ
び
形
而
上
学

的
知
性

の
働
き
を
全
く
認
め
な
か

っ
た
わ

け
で
は
な

い
。
神
学
的
知
性

は
、
少
数

の
バ
ラ
バ
ラ

の
観
察

さ
れ
た
事
実
を

た
が

い
に
む
す
び

つ
け
、
法
則
を
発
見
す

る
動
機

に
な

る
。
形
而
上
学
的
知
性

は
、
神
学
的
か
ら
実
証
的
に
知
性

(
14

)

が
移
行

す
る
際

の
過
渡
的
役
割

を
果
す
。
折
衷
的
性
格
が
そ

の
特
徴

で
あ

る
。

実
証
的
毅
階

で
は
、

「事
実

を
関
連
づ

け
る
の
は
、
事
実
自
体
に
よ

っ
て
示
唆
さ
れ
、
確
認
さ
れ
る
全

く
実
証
的
な
種
類

の

一
般
的
観

(
15

)

念
や
法
則

な
ど

で
あ

る
」
。
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こ
う

し

て

コ
ン
ト
は
、
人
間
精
神

の
発
達
を
明
か
し
、
人
間

の
知
性
が
実
証
的

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
強
調
す

る
に
至
る
。

(
16

)

そ

れ

は
何

よ

り
も

コ
ン
ト
が

分
類

し

た
諸
科

学

の
階

統

(『
一似
『9ρ
村O『
一〇
山
Oの
ωO同O
b
eO①
ω)
の
う

ち
社

会
学

を

実

証

的

に
す

る
た

め

で
も
あ

っ
た
。

次

に
、

人

間
精

神

と

社
会

組

織

は

コ
ン
ト

に

お

い

て
ど

の
よ
う

に
関

係
づ

け
ら

れ

る

の
で
あ

ろ
う

か
。

三
段
階

の
法

則

は

こ

の
社

会
組

織

と

の
関
係

性

で
は

じ

め

て
意

味

を

持

つ
。
彼

は

「
社

会
組

織

を

文

明

の
段

階

と
切

り
離

し

て
考

え

て

は
な
ら

な

い

こ
と
、
社

会

組
織

を

(
17

)

文
明

の
必
然
的
派
生
物
と
考

え
ね
ば
な
ら
な

い
」

こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。

コ
ン
ト
に
と

っ
て
文
明

と
は

コ

方

で
は
、

人
間
精
神

の
発
達

で
あ
り
、
他
方

で
は
、
そ

の
結
果
と

し
て

の
自
然

に
対
す
る
人
問

の
働

(
18

)

き
か

け
の
発
達

で
あ
る
。
言

い
か
え
る
と
、
文

明

の
観
念
を
作

っ
て
い
る
要
素

は
、
科
学
と
芸
術
と
産
業

で
あ
る
」
。

文
明
を

形
成
す

る

人
間
精
神

と
そ

の
所
産

で
あ
る
科
学
、
芸
術
、
産
業

の
発
展
が
社
会
組
織
を
決
定
す
る
と
い
う
。

こ
う

し
た
観
点
か
ら
彼

の
主
張

に
従

え
ば
、
神
学
的
段
階

で
は
、
科
学
、
産
業

は
進
歩

し
て
お
ら
ず
、
征
服
が
社
会

の
活
動
目
標

で
あ

り
、
社
会

は
軍
事
制
、
奴
隷
制
を

と

っ
て
い
る
。
形

而
上
学
的
段
階

で
は
、
す

べ
て
が
中

間
的

で
あ
り
、
科
学
と
産
業

は
進
歩

し
て
い
る

が

ま
だ
未
成
熟

で
あ
り
、
法
制

的
形
態
が
そ

の
特
色

で
あ
る
。
実

証
的
段
階

に
な
る
と
科
学

と
産
業
が
発
達

し
て
き

て
、
社
会

の
活
動
目

標

は
完
全

に
産
業

に
な
る
。

コ
ン
ト
は

こ
の
段
階

で
は
、
科
学
と
産
業
が
文
明

に
お
け
る
支
配
的
要
素

に
な
る

の
で
、
世
俗
的
権
力
を
産
業
家

に
、
精
神
的
権
力
を

(
19

)

学
者

に
賦
与

す

る
、

こ
と
を
主
張
す
る
。

こ
の
よ
う

に
、

人
間
精
神

の
発
達
を
基
軸

に
、
そ

の
所
産

で
あ

る
文
明
状
態
と
社
会
組
織

の
関
係
性

に

つ
い
て
あ
か
し
た

コ
ン
ト
の
三

段
階

の
法
則

の
結
論

は
、
世
俗
的
権
力

と
精
神
的
権
力
を
分
離

し
、
産
業
家

と
、
学
者

に
そ
れ
ぞ
れ

の
権
力
を
賦
与

し
た
社
会
組
織

の
構

想

で
あ

る
。

こ
う

し
た
三
段
階

の
法
則

は
、
実

に
、

「
コ
ン
ト
が
実
証
主
義

の
必
要
を
力
説
す

る
理
論
的
土

台
と
な

っ
た
と

こ
ろ
の
も

の

で

あ

る

(
20

)

が

、

ま

た
同

時

に

そ

れ

は
、

政
治

理

論

の
意

義

を
も

、

持

っ
て

い
る
」
。
コ
ン
ト
が

、
神

と

か
、

自

然

と

か

い
う

概
念

を

人

間

が
勝

手

に

つ
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く

り
あ
げ

た
空
想

で
あ

る
と
否
定
し
た

こ
と
は
、
自
然
法
思
想

、
社
会
契
約
論
、
自
然
権

、
人
民
主
権

な
ど

の
当
時

の
啓
蒙

的
政
治
理
論

(
21

)

の

一
切
を
排
除

し
た

こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
し
て
、

こ
の
三
段
階

の
法
則
が
、
来

る
べ
き
時
代

を
産
業
と
科
学

の
時
代

で
あ
る
と
予
測

し
て
、
産
業
家

と
学
者
に
そ
れ
ぞ
れ
権
力

を
賦
与
す

る
こ
と
を
主
張

し
た

こ
と
は
、
そ
れ
ま
で

の
既
成

の
神
学
的
、
形
而
上
学
的
政
治
理
論
を
否
定

す
る
進
歩
性
を
有

し

つ
つ
も
、

後

に
な

っ
て
資

本
主
義
を
容
認
す
る
イ
デ

オ

ロ
ギ
ー
と

の
批
判
を
受
け
る
要
因
に
も
な

っ
た

の
で
あ
緬
ゲ

実

に
、

三
段
階

の
法
則

は
、

コ
ン
ト

の
人
間
観
、
歴
史
観
、
政
治
社
会
観

で
あ
り
、
広
く
文
明
論

で
も
あ

る
。

コ
ン
ト
に
と

っ
て
は
、

観
察

と
経
験

は

こ
の
三
段
階

の
法
則
を
発
見
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
晦

「
政
治
学
を
墾

科
学

の
域
に
ま
で
占局
め
る
」
と
は
・

こ
の
法

則

を
政
治
学

の
基
礎

に
置
く

こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

(
3
)

学
者

の
性

格
と
役
割

コ
ン
ト

の
社
会

再
組
織
論

の
中

で
特

異
な
地
位
を
占

め
て
い
る
の
が
学
者

で
あ

る
。

こ
こ
で
い
う
学
者

と
は
、
彼
自
身

の
定
義

に
従

え

ば

、

「観
察
科
学

の
専
門
的
教
養
に
生
涯
を
か
け

て
い
な
く

て
も
、
学
問
的
能
力
を
持

ち
、
実
証
的
知
識
全
体
に

つ
い
て
十
分

に
深

い
研

究
を
重
ね
た
結
果
、
自

分

の
精
神
を
修
練

し
、
自
然

現
象

の
主
要
法
則
に
親

し
む
よ
う

に
な

っ
た
煽
田

の
こ
と

で
あ

る
・

社
会
再
組
織
論

は
、
神
学
的

理
論
や
形
而
上
学
的
理
論
と
ち
が

っ
て
実
証
的
知
識

に
も

と
つ

い
た
理
論

で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
ゆ
え

に

コ
ン
ト
に
よ

れ
ば

、
そ
の
理
論

の
担

い
手
は

癖

責

つ
ま
り
説
得

の
才
能

で
は
な
く
、
推
輪

つ
ま
り
検

討
と
整
理

の
才
塵

が
必

要

と
さ
れ
る
。

し
か
も
、

「
た
と
え
真

に
適
任

で
有
能
な
人
が
、
現
在

の
危
機
を
終
わ
ら
せ
る
は
ず

の
正
し

い
建
設
的
理
論
を
作

り
上
げ
た
と

し
て
も

(
26

)

自
分

の
権
威
を
認
め
さ
せ
る
カ

が
伴

わ
な
け
れ
ば
意
味

が
な

い
」
。

「
こ
の
精
神
的
影
響
力
を

ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る

の
が
学
者

だ

け

(
27

)

だ

と

い
う

こ
と
が

す
ぐ

に

わ
か

る
」
。
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コ
ン
ト
は
理
論
が

い
か
に
精
緻
を
誇

っ
て

い
て
も
、
民
衆
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
く

て
は
無
意
味

で
あ
る
と

の
観
点
か
ら
、
理
論
形
成

を
行
う
人
は
そ
れ
な
り

の
精
神
的
権
威

を
も

っ
た
学
者
が

よ

い
と
主
張
す

る
。
じ

つ
に
、
彼
が
、
精
神
的
権
力
を
学
者

に
与
え
た

の
も
、

社
会
再
組
織

の
た
め

の
理
論
が
、

ひ
ろ
く
民
衆

の
同
意
を
う

る

こ
と
が
で
き

る
よ
う

に
す
る
た
め

で
あ

る
。

し
か
し
、
彼
が
権
力
を

二
分

し
た

の
は
更

に
理
由
が
あ

る
。
そ
れ
は
彼
が
産
業

の
発
達
と
社
会

の
秩
序
を

い
か
に
調
和
さ
せ
る
か
を
考
え

て
い
た
点

に
あ

る
。
す
な
わ

ち
、
産
業
が
発
達

す
れ
ば
当
然

そ
れ
に
伴

っ
て
分
業

が
生

ま
れ
る
。
分
業
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
そ
れ
に
よ

っ
て
人
々
の
間
に

意
識

の
亀
裂
が
お

こ
る
で
あ

ろ
う
。
そ

こ
か
ら
社
会
が
分
裂

し
、
や
が

て
対
立
が
生
じ
る
原
因
に
な

る
。

そ

こ
で
、
世
俗
的
作
業

で
あ
る
産
業
が

ど
ん
な
に
細
分
化

し
、
専
門
化

し
て
も
、
人

々
の
間
に

一
体
化
、
同
質
化
を
も

た
ら
す
精
神
的

(28

)

象
徴

が
あ

れ
ば
社
会

の
統
合

は
可
能

で
あ
る
。

中
世

に
お
い
て
は
、
世
俗
的
権
力
が
領
主

に
、
精
神
的
権
力
が
法
王
に
そ
れ
ぞ
れ
分
有

さ
れ
、
そ

こ
で
調
和
が
た
も
た
れ
て
い
た
。
彼

は

こ
う

し
た
諸

々
の
事
実
を

ふ
ま
え

て
、

「
実
証
主
義

の
精
神

に
徹

し
た
学
者

た
ち
が
、
精
神
的
権
力

と
し
て
産
業
家

の
活
動
を

コ
ン
ト

(
29

)

ロ
ー

ル
す

る

こ
と

に

よ

っ
て

の
み

、
新

し

い
社

会

は
有

機

的
社

会

に
な

る

こ
と
が
出

来

る
」

と
考

え
た

の
で
あ

る
。

こ

の
よ

う

に
み

る
と
、

コ

ン
ト

の
社

会

再

組

織
論

の

「
再
」

と

は
、
社

会

を

秩
序

あ

る
状

態

へ
も

ど
す

と

い
う

意

味

と
、

か

っ
て
秩

序

の
た
も

た

れ

て

い
た
時
代

、

す

な

わ

ち
中

世

へ
の
復

帰

と

い
う
意

味

と

、

二
面

性

を

ふ
く

ん

で

い
る
も

の
で
あ

る

こ
と
が

理
解

さ
れ

る
。

(
30

)

コ
ン
ト
は
、
更
に
、
社
会
再
組
織

の
た
め

の
理
論
的
作
業
を
学
者

の
手
に
ゆ
だ

ね
る
理
由
を
次

の
よ
う

に
ま
と
め

て
い
る
。

第

】
に
、
学
者

は
、
知
的
能
力

、
知
的
教
養

の
種
類

か
ら
み

て
、
複
雑

な
社
会
現
象
を
分
析

し
、
理
論
形
成
を
行
う

に
ふ
さ
わ
し
い
豊

富

な
知
的
教
養
を
も

っ
て

い
る
。
第

二
に
、
学

者
は
組
織

さ
れ
る
べ
き
組
織

の
中

で
精
神
的
権
力
と
な
る
。
第

三
に
、
新

し
い
建
設
的
理

論

の
採

用
を
決
定
す

る
の
に
必
要
な
精
神
的
権
威
を
持

っ
て
い
る
。
第

四
に
、
あ
ら
ゆ
る
既
存

の
社
会
的
勢

力

の
う
ち
学
者

の
勢
力

の
み

が
全

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
規
模

の
も

の
で
あ

る
。

コ
ン
ト

の
目
的
と
す
る
社
会
再
組
織

の
対
象

は
単

に
フ
ラ

ン
ス
だ
け
で
は
な
く

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
も
含

ん
で

い
る
こ
と
は
す

で

に

の

べ



た

。
社

会

再

組

織
論

は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
す

べ

て

の
国

の
人

々
か
ら

承

認
を

う

る
も

の
で
な
け

れ

ば

な
ら

な

い
。

そ

の
意

味

で
も

、

共

通

の

㎜

思
想

・
里

の
用
語
を
も

ち
・

し
か
象

続
的
な
覇

目
的
を
有
す

る
学
者
だ
け
が

こ
の
大
髪

に
着
手

で
き
る
籍

を
も

っ
て

い
る
・

コ
ン
ト

は

い
う

。

「
要

す

る

に
問

題

は
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
学

者

の
力
を

合

わ
せ

て
、
実

践

と

は

は

っ
き

り
違

っ
た
実

証

的

理
論

、

知
性

(
31

)

の
現
段
階

に
適

し
た
新

し
い
社
会
組
織

の
構
想
を
目
的
と
す

る
理
論
を
政
治

の
た
め
に
作

り
あ
げ

る
こ
と
に
あ

る
」
、
「
学
者

は
今

日
、
政

(
32

)

治

を
観

察

科
学

の
域

に
ま

で
引

き
上

げ

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
」

と

。

こ

の
よ
う

に
社

会

再

組
織

に

お
け

る
学

者

の
役

割

は

コ
ン
ト
が

分

離

し
た

二

つ
の
作
業

の
う

ち
も

っ
と

も
土

台

と

な

る

べ
き

理
論

的
作

業

の
遂

行

と

い
う

面

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

コ
ン
ト
に

お

け

る
学

者

の
役

割

と
性

格

と

い
う
問

題

は
、

マ
ン

ハ
イ

ム

(}(
Q
「一
り～
　鋤
口
昌
『
①
罰旨P℃
一Q◎
りω
1
一㊤
腿刈
)
に

お

け

る
イ

ン

テ

リ
ゲ

ン
チ

ャ

の
そ

れ
と

の
対

比
に

お

い
て
興

味

深

い
も

の
で
あ

る
。

マ
ン

ハ
イ

ム
に

お

い
て
、

精

神
的

な

活
動

を

行
う

の
は
、

「
あ

の
、

は

っ
き

り

と

は
錨

を

お
ろ

し
て

い
な

い
、
相

対
的

に
無

階

級

な
階

(
33

)

層
」
、
即

ち
、

「
(
ア

ル
フ

レ
ッ
ド
ウ

ェ
ー
バ
ー

の
用
語
を
使

え
ば
)
社
会
的

に
自
由
に
浮
動
す

る
イ

ン
テ
リ
ゲ

ン
チ

ャ
で
あ

る
」
。

イ

ン
テ
リ
ゲ

ン
チ

ャ
こ
そ
党

派
を
乗
り
超

え
て
政
治
学
を
科
学
と

し
て
成
立
さ
せ
る
た
め

の
役
割
を
も

っ
た
も

の
と
し
て

マ
ン

ハ
イ

ム

に
重

ん
じ
ら
れ
た

の
で
あ

る
。

マ
ン
ハ
イ

ム
は
、
知
識

を
有

す
る
が
ゆ
え
に
、
階
級

に
左
右

さ
れ
ず

に
自
由
に
飛
翔

で
き

る
存
在

で
あ

る
イ

ン
テ
リ
ゲ

ン
チ

ャ
に
、
社

会

の
危
機

を
回
避
す

る
計

画
社
会

の
構
想
を
ゆ
だ
ね
る
。

コ
ン
ト
も
同
様

に
、
精
神
的
権
威
、
知
的
能
力
と

い
う
点

か
ら
社
会
を
再
組
織

す

る
理
論
構
築

の
任
務
を
学

者

に
課

し
て
い
る
。

し
か

し
、

マ
ン

ハ
イ

ム
の
社
会
計

画
案
が
、
階
級
的
、
経
済
的
要
因
を
軽
視

し
て
、
イ

ン
テ
リ
ゲ

ン
チ
ヤ
に
期
待
を
託
す
と

い
う
形

で

ρ
34

)

論
を
閉

じ

て
い
る
た
め
に
、
形

而
上
学
的
、
観
念
的

と

の
批
判
を
受

け
て
い
る
よ
う

に
、

コ
ン
ト
が

「
政
治
学
を
観
察

科
学

の
域

に
ま

で

高
め

る
」

こ
と

に
よ

っ
て
構
想

し
た
社
会
再
組
織
論
も
、
社
会

の
精
神
的
権
力
を
学
者

に
賦
与
す

る
と

い
う
形

で
終

っ
て
し
ま

っ
て

い
る
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(
35

)

た

め

に
、

同

様

の
指

摘

を

受

け

て

い

る
。

(
36

)

た

し
か

に

コ
ン

ト
は
文

明

と

か

、
社

会

と
か

い

っ
て
も
厳

密

に
そ

の
構
造

に

は
触

れ

な

か

っ
た

し
、
全

体
的

認
識

を

強

調

す

る

あ

ま

り

、
個

々

の
経
済

現
象

、

政

治

現

象
等

の
関

係

性

に

つ
い
て

は
、

詳

し
く
論

じ

て

い
な

い
。
彼

に
と

っ
て

は
、

三
段

階

の
法

則

さ

え

発
見

す

れ
ば

す

べ

て

の
事

象

は

こ

の
法

則

に
よ

っ
て

わ
り

き

る

こ
と
が

で
き

る
と

の
確

信
が

あ

っ
た

か
ら

で
あ

ろ
う

。

こ
の
点

に

つ

い
て

は

い

み

じ
く

も

ミ

ル
が

す

で
に
指

摘

し
た
通

り

で
あ

る
。

「
コ
ン
ト

は
研
究

の
方

法

と

い
う

点

で

は
常

に
正
確

で
あ

り
深

い
と

こ
ろ
も

持

っ
て

い
る
が

、

証

拠

の
条
件

と

い
う

こ
と

は
正
確

に
規

定

し
よ
う

と
試

み

る

こ
と
さ

え

な

い
し
、

そ

の
条
件

を

正
当

に

理
解
も

し
て

い
な

い

こ

(
37

)

と

は
彼

の
書

い
た
も

の
を

読

め
ば

明

ら

か

な

こ
と

で
あ

る
」

と

。

と

に
か

く
実

証

哲
学

の
完

成

が

コ
ン
ト
に
と

っ
て
政
治

の
出

発

点

で
あ

っ
た

し
、

そ

の

こ
と
を

考

慮

す

る
と
、

コ

ン
ト

に
お

け

る
学

者

の
役

割

は
、

理
論

的
作

業

の
遂

行

と

い
う
極

め

て
非

政
治

的
性

格

を
持

ち

な
が

ら
、

組

織

さ

れ

る

べ
き
社

会

の
中

に

あ

っ
て
は
、
政

治

的
象

徴

と

し

て

の
精

神
的

権

力

を

も

っ
た
政
治

的

性
格

の
濃

い
存

在

と

し
て

あ

ら

は

れ

て

い
る

と

い
え
よ

う

。

そ

し

て
、

コ
ン
ト

の
め
ざ

し

た
社

会
計

画

の
実

践

は
、
学

者

が

民
衆

に

三
段

階

の
法

則

を
基

礎

に

し
た
実

証
哲
学

を
教

育

す

る

こ
と

か

ら

は

じ
ま

る
。

民
衆

が

そ

れ

に

よ

っ
て
文

明

の
動

向

を
知

り
、
社

会

の
構

想

に

つ
い

て
同

じ
意

見

を

も

て
ば
社

会

の
混
乱

は
お

こ
ら

な

い

と
彼

は
確

信

し

た

の

で
あ

る
。

た
だ

そ

の
確

信

が

コ
ン
ト

を
楽

観
主

義

に

か
り

た

て
た

の
で
あ
り

、

現
実

を
軽

視

し
た
観

念

論

に
陥

れ

た

の
で
あ

る
。

(
1
)

8

●
o
搾
も

●
蕊

●
霧
生
訳
、
五

一
頁
。

(
2
)

8

.
簿

こ
O
●
劇
。。
●
霧
生
訳
、
五

一
頁
。

(
3
)

南
原
前
掲
書

一
四
六
頁
。

(
4
)

こ
こ
で
い
う
国
王
と
は
、

「
封
建
的
制
度

の
回
復
を
欲
す
る
反
動
的
勢
力
の
総
称

で
あ
り
、
人
民
と
呼
ぶ
も

の
が

フ
ラ
ン
ス
革
命

の
う
ち
に
絶

頂
に
達

し
た
進
歩
的
勢
力
の
総
称
で
あ

っ
て
、

こ
の
中
に
は
革
命
を
通
じ
て
自
覚
と
自
信

と
に
到
達
し
た
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
勢
力
も
、
曖
昧
な

形
式

の
下
に
含

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
」
(清
水
幾
太
郎
著

『社
会
学
講
義
』
五
二
頁
)
と
の
指
摘
が
適
切
で
あ
る
。
な
お
、
人
民
を
も
う
少
し
詳
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し
く

い
う
と

「
『
百
科
全
書
』
に
結
集

し
た
啓
蒙
的
合
理
主
義
的
思
想
家
の

一
群
」
(樺
俊
雄
著

『実
証
主
義
と
社
会
学
』
ー
武
田
良

三
博
士
古
稀
記

念

『
近
代
社
会
と
社
会
学
』
所
収
七
七
頁
)
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

ノへ 　 　 　 　 　 　 　
12111098765
))))))))

O
b
・

o
一什
こ

娼
.

ヨ

・

o
b
●

6
一
け
こ

娼
・

卜
㊤
・

o
b
.

9

叶
こ

や

切
N
・

o
b
。

9

汁
こ

b

・

窃
9

0
や

⊆

f

b
●

①
G。
.

こ

の
点

に

つ

い

て

は

ル

ソ
ー

、

O
や

9
け
こ

b
●
Q◎
倉

三
段

階

の
法

則

に

つ

い

て

、

第

三
章

「
政

治
発
生

論

史
」

さ

ら
に
、

『
実
証
哲

学
講

義

』

会
動

学

の
基

本
原

理

と
な

る
に

い
た

っ
た
」

世
紀

の
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー

の
指
導

理
念
と

な

っ
た
進

歩

の
観
念

(達
似
①
匙
o
崇
o
αq
陪
ω
)

こ

こ
で
は
省
略

す

る
。

(
13
)

∪
一ω
6
0
農

ω
。。
霞

一、Φ
。り
震

搾

唱
o
の
三
ひ

一
。。
瞳

.
霧
生

訳

『
実

証
精

神
論

」

一
五

四
頁

。

(
14
)

o
b
●
簿

こ

娼
・
謡

.
霧

生
訳
、

八
〇
頁
参

照

。

(
15
)

o
b
・
。
凶汁
こ

娼
・
ミ

.
霧

生

訳
、

八

一
頁
。

(
16
)

彼

は
諸
科
学

を
数

学

、
天
文

学
、
物

理
学
、
化
学

、
生

物
学

そ

し
て
社

会
学

(
社
会
物

理
学
)

の
六
段
階

に
分
け

た
。

そ

の
基
準

は

そ
れ

ぞ
れ

の
科
学
が

対
象

と

す

る
現

象

の
単

純
性

(ω
ぎ

嘗

。
ま

)
、
あ

る

い
は
そ

の
普

遍
性

(αq
曾

驚
鋤
葺
仏
)
に
も
と
つ

く
。
数
学

が
も

っ
と
も
普

遍
性
を
も

っ

て
お

り
確

実

で
あ

り
実
証

的

に
な

る

の
も

早
か

っ
た
。
以
下

そ
れ

に
続

く

と

い
う

わ
け

で
あ

る
。
そ

し
て
、
彼

は
、
数

学

か
ら
生

物
学

に

い
た

る
五

個

の
科
学

は
す

で
に
実

証
科
学

と

し
て
成

立

し
て

い
る
が

た
だ
社
会
学

と

い
う
も

っ
と
も
対

象
が
複
雑

で
か

つ
、
人
間

的
事
象

と

の
関
係

性
が
密
接

な
科

学
だ

け
が

ま
だ
実

証
性

を
有

し
て

い
な

い
と

こ
ろ
か
ら
自
己

の
使
命
を

こ
の
科

学
を
完

全

に
実

証
的
段
階

に

ま
で
高

め
る
と

こ
ろ
に
お

い
た
。

こ

の
科

学

の
分
類

お

よ
び
体
系
化

は

一
七
世
紀
以
後

ベ
ー

コ
ン
、
ダ

ラ

ン
ベ
;

ル
な

ど

に
よ

っ
て
試

み
ら
れ

て
き

た
が

コ
ン
ト
は
更

に
そ
れ
を
発

展

霧
生
訳
、
五
五
頁
。

霧
生
訳
、
五
三
頁
。

霧
生
訳
、
五
五
頁
。

霧
}生
訳
、
六
〇
頁
。

霧
生
訳
、
六
六
頁
参
照
。

『
エ
ミ
ー
ル
』
を
参
照
。

霧
生
訳
、
八
五
頁
参
照
。

政
治
学
説
と
し
て
の
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
に
今
中
次
磨
著

『
政
治
学
説
史
』

(
日
本
評
論
社
版
昭
和
六
年
)

の

の
中
に
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
る
。
特
に
同
書

二
六
ニ
ー

二
八

一
頁
参
照
。
こ
の
法
則
は
、

「
一
入

二
二
年
に
素
描
さ
れ

の
第

一
巻

(
一
八
三
〇
年
)
や

『
実
証
的
精
神
論
』

(
一
八
四
四
年
)
の
な
か
で
精
緻
化
さ
れ
、

つ
い
に
、
彼

の
社

(
阿
閉
吉
男
著

『
市
民
社
会

の
系
譜
』
九
〇
1
九

一
頁
)
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
法
則
は
、
十
八

の
影
響
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
が
こ
の
点
に
関
す
る
研
究
は
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さ

せ
よ

う

と

し
た

の
で
あ

る
。

(
17
)

8

●
6
陣け
こ

娼
・
。。
。。
・
霧

生
訳
、

九

一
頁
。

(
18
)

o
O
.
q
け
こ

も
・
◎。
①
・
霧
生

訳
、

八
九
頁

。

(
19
)

コ
ン
ト
は

こ

の
考

え
を

か
な
り
早

く

か
ら

い
だ

い
て
お
り

、

「
組
織

さ
れ

る
べ
き
組
織

の
中

で
は
、
精
神
的

権

力
は
学
者

の
手

に
、
世

俗
的

権

力

は
産
業

指
導

者

の
手

に
握

ら
れ

る

こ
と
に
な

ろ
う

」
(8

.
簿

こ

や

鳶
・
霧

生
訳

七
六
頁
)

と

の
べ
て

い
る
。

こ
れ
が

晩
年

に
な

っ
て
宗
教

に
と

っ
て
か

わ
ら
れ

る
が

、

こ

こ
で
は
省
略

す

る
。

(
20
)

今
中

次
磨
著

『
政

治
統

制
論

』
(
日
本
評

論
社

、

昭
和

=
二
年
)

六

入
九
頁
。

(
21
)

例

え
ば

、

コ
ン
ト
は

ル
ソ
ー
を
厳

し
く
批
判

し
て

い
る
。

ル
ソ
ー
を
十

八
世

紀
革
命
的

形
而
上

学
派

の
代
表

と
み
な

し
、

そ

の
理
論

は
、

「
原

罪

に

よ

る
人
類

の
必
然

的
堕

落

に

つ
い
て

の
有
名
な

神
学

的
ド
グ

マ
の
単

な
る
形
而
上
学

的
変
形

に
す
ぎ

な

い
。
(
中

略
)
こ
の
よ
う
な
学
説

は
、
著

し
く
進

歩

的
な
意

図

を
含

ん

で

い
る

に
か
か

わ
ら
ず

、
実

際
に

は
、
普

遍

的
退
化
を
統

一
的

に
組

織

し

よ

う

と

し
て

い
る
も

の
で

は

な

い

か
」

(O
o
霞
ω
餌
。
9

凶一〇
ω
8
ぼ
①

b
o
ω
三
く
ρ

H
<
℃
薯

.
ω
。。
-
ω
㊤
●

井
伊

玄
太

郎
著

『
文
明
社
会
学

』

一
五

四
頁

よ
り
引

用
)

と

の
べ
て

い
る
。

(
22
)

コ
ゾ

ト

の
実
証

的

(o
o
ω
一謡
く
o
)
と

い
う
言

葉
自

体

の
中

に
す
で

に
肯
定

的

と

い
う
意
味

が

ふ
く

ま
れ

て

い
る
と

の
点

か
ら
、

こ
う

し
た
見
方

は

一
般

的

に
な

っ
て
き

て

い
る
。
例

え
ば

マ
ル
ク
ー
ゼ

な
ど

。
わ
が

国

で
は
、
清
水
幾
太

郎
著

『
社

会
学

批
判

序
説
』

が
代
表

的
な
も

の
で
あ

る
。

(
23
)

本
稿

は

三
段
階

の
法
則

の
批

判
的

研
究
が

目
的

で
は
な

い
の
で
詳

説
は
避

け

る
が
、

た
だ
彼
が

科
学

的

で
あ

る
た

め
に
必
要

な
経

験

と
観

察

と

い
う

方

法
を
提

示

し

て
お
き
な

が

ら
三
段
階

の
法
則

の
中

に
お

い
て
は
そ
れ
ら
が

そ

の
法
則

を

正
当

化
す

る

た
め

の
手
段

と
化

し
て
し

ま

っ
て

い
る

こ
と

は
指

摘

で
き

る
。
例
え
ば

彼
が
経

験

と
観
察
を

重
ん

じ
る
な

ら
ば

、
彼

の
生
活

に
お
け

る

「
脳

の
衛

生

」

(ξ

σq
δ
昌
o
。
似
.
似
び
「
餌
一。
)
な
ど

と

い

う
読

書
停

止

は
彼

の
科
学

的
態
度

と
明

ら

か
に
対
立
す

る
も

の
で
あ

る
。

(
本

田
前

掲
書

六

七
-

七
〇
頁
参

照

)
三
段
階

の
法
則

に
対

す

る
批

判

は

い
ろ

い
ろ
あ

る
が
デ

ュ
ル
ケ
イ

ム
が

こ
の
法
則

は
事
実

と

し
て
存

在
す

る
か
ど
う
か

は
疑

問

で
あ

り
、

か
り

に
こ

の
よ
う

な
進
化
が

存
在

し
て

い
る

と
仮

定

し

て
も
そ

れ
は
科

学

の
発
達
を

ま
た

ね
ば
な
ら
な

い
と
批

判

し
た
よ
う
な

も

の
が

一
般
的

で
あ

る
。

(
宮
島

喬
著

『
社

会
学

的
実

証
主

義

の

思

想
構
造

』

思
想

一
九

七

一
年

七
月
号
所

収

三
二
頁

参
照

)
。

(
24
)

o
O
●
6
凶叶
こ

o
.
謡

・
霧

生
訳

、

七
五
頁
。

(
25
)

o
や

6
凶梓
二

7

刈
O
.
霧

生

訳
、

七
四
頁

。

(
26
)

o
娼
・
q
叶
こ

P

"
。。
・
霧

生

訳
、

七
六
頁

。

(
72
)

o
℃
・
。
凶什
二

℃
・
刈
ω
・
霧

生

訳
、

七
六
頁

。
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(
28

)

こ

の
点

に
関

し

て

は

、

O
o
舞

ω

ユ
Φ

℃
ぼ

δ
ω
ε

匡
⑦

℃
o
ω
三

く
o
"

b
o
昌
側
o
P

b
・
b。
Q。
.

よ

り

引

用

)
。

n

33
u

　 　 ノヘ ノへ

32313029
uuuu

一
く
℃
宕

.

お

O
ム

。。
一
.

参

照

。
(℃
.ω
・
O
o
冨

P

]≦
o
号

ヨ

ω
o
。
凶9

↓
冨

o
曼

℃

清

水

幾

太

郎

著

『
人

間

を

考

え

る
』

二
〇

入

頁

。

o
や
.
9
～

b
.
刈
O
●

霧

生

訳

、

七
九

頁

。

o
b
・
o
ド

鴇
や

ミ

・

霧

生

訳

、

入

○

頁

。

8

。
9
叶
こ

℃
・
ミ

・

霧

生

訳

、

八

〇

頁

。

国
●
】≦
餌
　
口
ぽ
①
一日

》
冠

⑦
o
δ
αq
δ

ロ
μ
α

q
8

嘗
ρ

切
o
昌
昌
"
両
ユ
o
鳥

凶o
け

O
o
け
o
P

一〇
bの
り
・

鈴

木

二
郎

訳

『
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー

と

ユ
ー

ト

ピ

ア

』

一

四

六
頁
。

(
34
)

国
・
蜜
p。
p
昌
ゴ
①
一β

]≦
き

餌
巳

ω
0
9
①
蔓

ぎ

㊤
昌

》
oq
①

o
h
因
o
o
o
ロ
ω
葺
⊆
o
鉱
8

.
ω
ε
岳
①
ω
営

]≦
o
ユ
o
ヨ

ω
o
o
冨
一
ω
鐸
二
9
霞

ρ

一
逡
⇔
●
福
武

直

訳

『
変

革
期

に
お

け

る
人
間
と
社
会

』

四
七
五
頁

、
訳
者
あ

と
が
き

「
カ
ー

ル

・
マ
ン

ハ
イ

ム
ー
人
と
業
績

」
参
照

。

(
35
)

こ

の
点

に
関

し

て
は
主
と

し
て

マ
ル
ク

ス
主

義

の
側

か
ら
客
観

的
実
在

に

つ
い
て

の
不
可
知

論
と

し
て
攻
撃
を

う
け

て

い
る
。

し
か

し
、

コ
ン

ト

へ
の
こ
う

し

た
方

法

の
論
理
的

な
側

面
か
ら

の
批

判

は
、
冒

ぢ

ω
o
日
o
黛

筥
ρ

男
峯

o
ω
o
や
ξ

碧

α

℃
o
洋
ざ
ω
↓
。
鳥
塁

鰯
一
㊤
O
。。
・
芝

田
進
午
編

訳

『
現
代

の
哲

学

と
政
治

』

二
ニ
ー

三

四
頁
が
参

考

に
な

る
。

(
36
)

「
コ
ン
ト

は
決

し
て
社
会
を
定
義

し
な
か

っ
た
。

し
か
し
、

コ
ン
ト
に
と

っ
て
社

会

と
は
家
族

と
か
社
会

諸
結
社

な
ど

か
ら
成

立

し
、
そ

れ
は

結

局
、
諸

国
家

と
か
人

類
に
な

る
も

の
で
あ

る
。
相

互
に
作

用
す

ゐ
人
間
精
神

の
総
合

的
結

果

で
あ
る
文
化

の
概
念

に
近

い
と
も
規

定

で

き

る
」

(Z
・QD
・
↓
凶日
霧
冨

鉾

ω
o
息
o
δ
σq
凶o
巴

↓
げ
o
o
蔓

」

けω
旨
鋤
ε
お

国
口
α
σq
δ
≦
昏
"
6
げ
9ゆ
讐
碧

P

》
⊆
ひq
q
ω
8

0
0
日
什ρ

や

ω
P
)
な
ど

を
参
照

。

(
37
)

}
●ω
●
ζ
凶戸

》
彗
。
玄
o
讐
碧

ゴ
網

o
(
旨
o
ぎ

ω
け§

答

竃

一F

朱
牟

田
夏
雄

訳

『
ミ

ル
自
伝

』

一
八
三
頁

。

四

、

む

す

び

に

か

え

て

本
稿

に
お

い
て
は
主
と

し
て
コ
ン
ト

の
社
会
再
組
織
論

の
形
成

と
そ

の
主
要
な
点

に
関
す

る
概
括
を
彼

の
主
張
に

し
た
が

っ
て
考
察

し

て
き
た
。

そ
こ
で
知
ら
れ
た
よ
う
に
彼

は
な
に
ょ
り
も
ま
つ

一
専

門
分
野

の
学
者

に
と
ど
ま
る
よ
り
、

フ
ラ
ン
ス
社
会

の
混
乱
と

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
秩
序
破
壊

に
真
正
面
か
ら
取
組

む
研
究
者

で
あ
ろ
う
と
し
た
。

コ
ン
ト
は
あ
く

ま
で
も
全
体
的

、

}
般
的
を
無
視

し
て
部
分
的
、
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特
殊
的

な
視
野

に
と
じ
込
も

る
こ
と
を
否
定

し
た
。
社
会
、
文
明
と

い
う
全
体
的
展
望
を
彼

は
な
に
よ
り
も
重

ん
じ
た

の
で
あ
る
。

コ
ン

ト
に
と

っ
て
、
社

会
再
組
織

の
た

め

の
課
題
は
科
学
的
政
治
学

の
確
立

で
あ

っ
た
。
三
段
階

の
法
則

の
発

見
で
も
あ

っ
た
。
そ
れ
を
民
衆

に
教
育

す
る

こ
と
に
よ

っ
て
社
会

の
混
乱
を
阻

止
で
き

る
と
彼

は
か
た
く
確
信

し
た

の
で
あ
り
、
彼

の
生
涯

は
そ
の
た
め

の
も

の
で
あ

っ

た
と

い
え
よ
う
。

そ

の
成
果
が
果

し
て
実
を

む
す

ん
だ
か
ど
う
か
は
疑
問

で
あ

る
。
も

ち
ろ
ん
満
足

で
き
う

る
も

の
で
は
な

い
。
た
だ

コ
ン
ト
自
身
、
自

ら

の
仕
事

が
不
完
全

で
あ

る
こ
と
は
認
識

し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う

し
、
専
門
的
な
研
究

に
必
ず

入
ら

ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
十
分
承
知

し

て

い
た

こ
と
も
う
か
が
え

る
。
例

え
ば
、

テ
ィ

マ
シ

エ
フ
は
、

「彼

は
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
決
定
論
者

の

一
人
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か

(
1

)

し
、

コ
ン
ト
は
、
人

口
の
増
加
、

な
ら
び

に
そ

の
密
度

の
増
加
な
ど
も
理
解

し
て
い
た
」
と
評
価

し
て
い
る
。

ま
た
、

コ
ン
ト
は
、
自
分

の
そ
う

し
た
科
学
的
方
法
や
、
三
段
階

の
法
則
な
ど
に

つ
い
て
は
あ
く

ま
で
も
確
信

し
て
い
た
に
ち
が

い
な

い
し
、
自

己

の
社
会
再
組
織

の
方
向
も
決

し
て
誤

っ
て
い
な

い
こ
と
を
誇

っ
て
い
る
。

そ
れ
は
結
局
、

コ
ン
ト
が
自
己

の
思
想

の
社
会
的

有
意
味
性
を
信

じ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

コ
ン
ト

の
社
会
再
組
織
論

と
そ
れ
に
も
と
つ
く
新

し

い
社
会

の
展
望

が
科
学
的
正
確
性
を
欠

い

て

い
る
と

の
批
判
や
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー

の
イ
デ
オ

ロ
ギ

ー
に
な

っ
た
と

の
批
判
等

は
否
定

し
が
た

い
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な

い

で

あ

ろ
う

。
け
れ
ど
も
、
そ

の
こ
と
に
よ

っ
て

コ
ン
ト

の
学
問
的
意
義

は
過
少
評
価
さ

れ
る
べ
き

で
は
な
い
し
、
彼
が
提
出

し
た
問
題

に
は

実

に
多

く

の
示
唆

が
内
包

さ
れ
て
い
る
。

す
な

わ
ち
、
彼
が
哲
学
的
方
法

と
し
て
実
証
哲
学
を
提
唱
し
、
諸
現
象
を
説
明
す
る
の
に
、
空
想
的
、
抽
象
的
思
惟

に
も
と
つ
く

の
で

は
な
く
、
経
験

と
観
察
を
駆
使

し
て
、
歴
史
的
、
実

証
的

に
行
な

わ
れ
な
く

て
は
な
ら
な

い
と
主
張

し
た

こ
と

は
哲
学
に
お
け

る
革
命

で

あ

る
と

い
え
る
。

し
か
も
、
そ

の
実
証
的
方
法

は
、
社
会
科
学
諸
部
門
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
特

に
政
治
学

の
分
野
に
お

い
て
は
、
今

日
、
政
治
思
想
も

し
く

は
そ

の
理
論

に

つ
い
て
、
没
落

か
復
活

か
を
め
ぐ

っ
て
活
発

な
論
争
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

コ
ン
ト

の

(
2
)

実

証
哲
学

お
よ
び
そ
れ

に
源
を
発
す

る
実
証
主
義

に

一
因
が
あ

る
と

い

っ
て
も
過
言

で
は
な

い
。
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ま
た
彼

の
三
段
階

の
法
則

は
文
字
通
り
、
政
治
学

お
よ
び
そ

の
思
想

の
進

む
べ
き
道
を
指
向

し
て
い
た
と

い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

政
治
学

は
は
じ
め
、
哲
学

と
同
義

に
考

え
ら
れ
神
学

に
従

属
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
政
治
学
を
宗
教
的
、
倫
理
的
価
値
規
範
性
に

お
い
て

求

め
よ
う

と
す

る
も

の
で
あ

る
。

コ
ン
ト
は
政
治
学
を
ま
ず
神
学

か
ら
解
放
し
た
。
次

に
彼

は
法
学

か
ら
政
治
学
を
切
り
は
な
す
。

フ
ラ

ン

ス
革
命
当
時

、
政
治
学

は
法
学

で
あ

っ
た
。
法
律
が
憲

法
と

い
う
形
を
と

っ
て
政
治

の
あ
り
方
を
規
定

し
て

い
た
か
ら

で
あ

る
。

コ
ン

ト
は

こ
の
よ
う
な
状
態
を
形
而
上
学
的
と
よ

ん
で
否
定

し
た
。

「
こ
れ
ら

の
法
学
者

は
、
ギ
リ

シ
ャ
の
形

而
上
学
者

の
後
を
受
け
嗣

い
だ

ロ
ー

マ
の
法
学

者
に
倣

っ
て
、

一
般
制
度

に
お
け
る
善

と
悪

と

の
究
極

の
拠
り
所
と
し
て
、
想
像
上

の
自
然
法
を
認

め
て
居

た
か
ら

で
あ

(
3

)

る
」
。
そ
し
て
、
最
後

に
、
彼

は
政
治
学

の
科
学
性
を
主
張
す

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

コ
ン
ト

が
政
治
学
を
神
学
的
段
階

お
よ
び

形

而
上
学

的
段
階

か
ら
実
証
的
段
階
に
ま
で
引
き
上
げ
よ
う

と
し
た
試

み
は
、
現
代

の
政
治
学

が
、
神
学

お
よ
び
法
学
か
ら
独
立

し
て
は

じ
め
て

一
箇

の
科
学
と
し

て
成
立
し
た
事
情
を
予
知
す

る
も

の
で
あ

っ
た
と

い
え
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

コ
ン
ト
は
強

調
す
る
。

「
現
在

の
危
機
を
終

ら
せ
る
こ
と

の
で
き
る
社
会
再
組
織

が
人
類
が
経
験

し
て
き
た
あ
ら
ゆ
る
革
命

の
中

で
最

(
4
)

も
徹
底
的
な
も

の
で
あ
る
」
と
。

「
最
も
徹
底

し
た
革
命
」

こ
そ
社
会
再
組
織

で
あ

る
。

コ
ン
ト
が

め
ざ
し
た

の
は
、
社
会
再
組
織
が
単

に
政
治
体

制

の
変
革
、
経
済
組
織

の
改
革

の
み
に
終

る
の
で
は
な
く
、
社
会

と

い
う
あ
ら
ゆ

る
分
野
を
総
体
と

し
て
と
ら
え
た
全
体
的
変

革

で
あ

っ
た
。
そ

の
た
め
に
彼
は
、
社
会
的
諸
関
係

と

い
う
横

の
面

の
研
究
か
ら
類
似

の
現
象
を
、
人
間
、
文
明
社
会
と

い
う
縦

の
線

の

研
究

か
ら
継
起

の
現
象
を
、
そ
れ
ぞ
れ
挟

り
だ
し
て
そ

の
接
点

に
社
会
学
と

い
う
新

た
な
政
治

理
論
を
誕
生
さ
せ
た

の
で
あ

る
。

こ
う

し

た
彼

の
理
論

は
、
ま
さ
に
政
治
学

の
対
象
領
域
を
単
な

る
統
治
構
造
か
ら
社
会
現
象

ま
で
に
拡
大

し
、
か

つ
、
政
治
学
に
文
明
と

い
う
長

期
的
、
巨
視
的
な
観
点
を
与

え
た
と

い
え
る
。
そ

の
際

と
く
に
彼
が
人
間
精
神
を
固
定
的

に
で
は
な
く
進
歩
す

る
も

の
と
と
ら

え
、
そ

の

人
間
精
神

と
文
明
と
政
治

、
社
会
組
織
を
む
す
ぶ
法
則
を
発
見
し
よ
う

と
試
み
た
こ
と
は
、
単

に
経
験
的
、
感
覚
的
要
素
を
重

ん
じ
た
イ

ギ
リ

ス
の
啓
蒙

合
理
主
義

を
更
に
広
く
発
展
さ
せ
た
も

の
と

い
え
よ
う
。

元
来
、
政
治
思
想

は
、
政
治
が
社
会
的
状
況
と
深

い
か

か
わ
り
あ

い
を
も
ち
、
社
会

の
動
向
を
決
定
す

る
技
術

と
し
て
の
性
格
を
も

っ



て

い
る

の
に
対

し

て
、

そ

の
政
治

の
あ

り
方

を
原

理
的

に
指
導

す

る
役

割

を

有

し

て

い
る
。
特

に
、
政

治

、
社

会

が
急

激

に
変

化

す

る
状

況

に
あ

れ
ば

あ

る

ほ
ど
、

科
学

と

し

て

の
政

治
学

の
成

立

が

の
ぞ
ま

れ

る

し
、
確

固

た

る
政
治

原

理

と

し

て

の
政
治

思

想

は
要
求

さ

れ

る

も

の
で
あ

る
。

こ
う

し

た
意

味

か
ら

、

コ
ン
ト

の
学

説

が

十

八
世

紀

か
ら

十

九
世

紀

に
か

け

て

の
古

典

的

理
論

で
あ

る

と

は

い
え
、
流

動

す

る
社

会

現
象

の
本

質

に
迫

り
、

政

治

、
社

会

学

の
科

学

的
研

究

を
確

立

し
よ
う

と

し
た

こ
と

は
意

義

が

あ

る
。

も

ち

ろ
ん

コ
ン
ト

の
学

説

に

は
多

く

の
疑

問
点

が
残

さ

れ

て

い
る
。

し

か

し
、
時

代

の
巨
大

な

問
題

に
取
組

ん
だ
彼

の
意

欲

と
情

熱

を

高

く

買

う

と

と
も

に
、

今

後

、

コ
ン
ト

の
め
ざ

し

た
先

駆

的
業

績

を

正

し
く

評
価

し
、

そ

れ
を

更

に
展

開

し
な
け

れ

ば

な
ら

な

い
で
あ

ろ

う

。(
1
)

↓
一日
器
冨

捧

ob
.
9
什こ

b
●
ωO
。

(
2
)

∪
●
O
o
『ヨ
ヨ
P

切
o団
o
β
山
H山
⑦
o
一〇
σq
団
・
↓
げ
o
園
o
<
一く
巴

o
h
勺
o
謡
けぱ
p。
一
↓
げ
⑦
o
『ざ

ド
㊤
①メ

奈
良
和
重
訳

『
甦
え
る
政
治
理
論
』
七
五
ー

=
二

八
頁
。
等

最
近

の
研
究
が
参
考
に
な
る
。

(
3
)

津
久
井
龍
雄

『
コ
ン
ト
の
実
証
哲
学
』

(事
業
之
日
本
社
版
大
正
十
五
年
)
二
四
i
五
頁
。
な
お
政
治
と
法
と

の
関
係
性
に

つ
い
て
は
、

「
政

治
は
法
秩
序
と
関
係
し
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
法
秩
序
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
法
秩
序
を
作
り
出
す
法
的
判
断

の
過
程
に
関
連

し
て
、
見
出

さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
こ
と
は
法

の
理
念
と
政
治
と
を
同

一
視
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
政
治
的
動
向
が
、
法
理
念
を
決
定
す

る
も

の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
」

(今
中
次
磨
著

『
政
治
統
制
論
」

一
四
九
頁
)
が
示
唆
的
で
あ
る
。

(
4
)

o
サ

簿

こ

℃
・
㊤
S

霧
生
訳
、

】
〇

一
頁
。
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